
１　みんなが安心して暮らせる地域づくり

（１）在宅福祉事業の推進
と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

●配食サービス事業（平成２年４月～）
　６５歳以上のひとり暮らしの高齢者・虚弱高齢者夫婦で世帯に対して夕食を宅配し
声かけ訪問による安否の確認を行う。

・市街地区
　利用実人員　　　　　　　　　２５名　　　　　　　　（２２名）
　実施曜日　　　      　　　　週５回（月曜日～金曜日）
  配食回数　　　　　    　　２２７回
　配食実数　　　　　　　３，３４７食　　　　　（３，１４８食）
　配車ボランティア　　　　　　　８名
　配食ボランティア　　　　　　１４名

・太美地区
　利用実人員　　　　　　　　　　５名　　　  　　　　　（３名）
　実施曜日　　　      　　　　週５回（月曜日～金曜日）
　配食回数　　　　　　　　　２２７回
　配食実数　　　　　　　　　７０５食　　　　　　　（２７３食）
　配車ボランティア　　　　　　　３名

・市街(遠方)地区
　利用実人員　　　　　　　　　２名　　　　　　　　　　（１名）
　実施曜日　　　      　　　　週５回（月曜日～金曜日）
　配食回数　　　　　　　　　　６３回　　　　　
　配食実数　　　　　　　　　　７８食　　　　　　　　　（２食）
　配車ボランティア　　　　　　　３名
　※この内おかゆ食などの特別食　０食　　　　　　　（３６９食）

　利用実人員合計　　　　　　　３２名　　　　　　　　（２６名）
　配食数　　合計　　　　４，１３０食　　　　　（３，４２３食）

●ふれあい会食会（平成３年４月～）
　６月　７日 ゆとろ ・第１回会食会　「春らんまん」 ぽれぽれ倶楽部（春らんまん昼食）

　参加者１８名（配食利用者３名、買い物利用者１名、一般参加者１４名）
　ふれ・スポ・とうべつ１名、ぽれぽれ俱楽部６名
　スタッフ９名、事務局４名
　　　計３８名

　７月　５日 ゆとろ ・第２回会食会　「七夕に願いを」 当別町食生活改善協議会（昼食）
　参加者２０名（配食利用者４名、買い物利用者３名、一般参加者１３名）
　フラダンスサークル１１名、日本舞踊１名、当別町食生活改善協議会４名
　スタッフ１０名、事務局２名
　　　計４８名

　９月１８日 ゆとろ ・第３回会食会　「残暑を乗り越えよう」 ボランティアスタッフの昼食
　参加者１８名（配食利用者４名、買い物利用者３名、一般参加者１１名）
　スタッフ５名、調理スタッフ４名、事務局３名、医療大学実習生１名
　　　計３１名

１０月１１日 レストラン ・第４回会食会　「夜の食事会を楽しもう」夜の会食会
ま～くうぇい 　参加者１８名（配食利用者３名、買い物利用者３名、一般利用者１２名）

　スタッフ５名、医療大学実習生１名、事務局５名
　　　計２８名

１１月　５日 ゆとろ ・第５回会食会　「音楽の秋を楽しもう」当別町食生活改善協議会
　参加者１９名（配食利用者３名、買い物利用者３名、一般利用者１３名）
　演奏者３名、当別町食生活改善協議会７名
　スタッフ７名、医療大学実習生１名、事務局２名
　　　計３９名

（　　　）内は前年度実績

令和６年度当別町社会福祉協議会事業報告



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
１２月　６日 田西会館 ・第６回会食会　「みんなとクリスマスを」　昼食

　参加者２４名（配食利用者４名、買い物利用者１名、一般利用者１９名）
　来賓２名
　スタッフ１０名、事務局４名
　　　計４０名

　２月　７日 ゆとろ ・第７回会食会　「健康を祈ろう」ぽれぽれ倶楽部
　参加者１９名（配食利用者１名、買い物利用者２名、一般利用者１６名）
　ぽれぽれ倶楽部６名
　スタッフ９名、医療大学学生２名、事務局３名
　　　計３９名

　４月　１日～ ・ふれあい会食会ボランティア打ち合わせ　　１１回　延４８名
　３月３１日

●買い物御用聞きサポート事業（平成２９年４月～）
　有償ボランティアが利用者のお宅に訪問し、注文を伺い町内の協力店が届けてくれ
るサービス。
　・買い物付き添い支援　モデル事業として開始（令和６年７月～）

　　有償ボランティア登録者数　　　９０名　　（８４名）
　　市街地区
　　利用者数　　　 　        　 　　９名　　　（５名）
　　利用件数　　　          　　１１８件　（１４０件）
                           　　 (うち、２５件は買い物付き添い支援事業)

　　利用曜日　　　　　　月曜日～木曜日
　　サポーター活動時間　　　１２２．７５時間　　（１４７．００時間）
　　サポーター活動ポイント　６１，３７５ポイント（７３，５００ポイント）
　　登録商店店舗数　　　　４店舗　（大江商店、小林商店、三橋商店、小島商店）
　　※買い物ツアーについて
　　　買い物付き添い事業開始にて令和6年度7月をもって 終了

●買い物送迎サービス事業（令和元年５月～）
　買い物に自由に行けない方を対象とし、足の確保とご自身で買い物を楽しんで頂く
事を目的としたサービス。

・西当別（スウェーデンヒルズ・獅子内）地区　（６１名利用）月１回実施（２４名）
　４月　４日 スーパーアークス 　参加者６名、サポーター１名、社協２名
　５月　２日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター２名、社協２名
　６月　６日 スーパーアークス 　参加者６名、サポーター２名、社協２名
　７月　４日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター２名、社協２名
　８月　１日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名　
　９月　５日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター１名、社協２名
１０月　３日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター２名、社協２名
１１月　７日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター１名、医療大学実習生１名、社協２名
１２月　５日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター１名、社協２名
　１月　９日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター１名、社協３名
　２月　６日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター１名、社協２名
　３月　６日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター２名、社協２名

（　　　）内は前年度実績



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
・川下・下川・若葉・対雁地区　　（４２名利用）　月１回実施　　　　　（２８名）

　４月１１日 スーパーアークス 　参加者２名、サポーター１名、社協２名
　５月　９日 スーパーアークス 　参加者３名、サポーター１名、社協２名
　６月１３日 スーパーアークス 　参加者３名、サポーター１名、社協２名
　７月１１日 スーパーアークス 　参加者３名、サポーター１名、社協２名
　８月　８日 スーパーアークス 　参加者３名、サポーター１名、社協２名
　９月１２日 スーパーアークス 　参加者３名、サポーター２名、社協２名（若葉地区終了）
１０月１０日 スーパーアークス 　参加者２名、サポーター１名、医療大学実習生１名、社協２名
１１月１４日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター２名、医療大学実習生１名、社協３名（若葉地区　再開）
１２月１２日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名
　１月１６日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター２名、社協２名
　２月１３日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター２名、社協２名
　３月１３日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター２名、社協２名

・中小屋・金沢地区　　（５２名利用）　月１回実施　　　　　　　　　　（７７名）
　４月１８日 スーパーアークス 　参加者６名、サポーター２名、社協３名
　５月１６日 スーパーアークス 　参加者６名、サポーター２名、社協３名
　６月２０日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター２名、社協３名
　７月１８日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター２名、社協３名
　８月２１日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター１名、社協２名
　９月１９日 スーパーアークス 　参加者３名、サポーター１名、社協２名
１０月１７日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター２名、社協３名
１１月２１日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名
１２月１９日 スーパーアークス 　参加者３名、サポーター１名、社協２名
　１月２３日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター２名、社協２名
　２月２０日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名
　３月１９日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名

・弁華別・六軒町・茂平沢地区（４９名利用）　月１回実施　　　　　　　（４８名）
　４月２５日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名
　５月２３日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名
　６月２７日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名
　７月２５日　 スーパーアークス 　参加者４名、社協２名
　８月２９日 スーパーアークス 　参加者５名、サポーター２名、社協２名（茂平沢地区初参加）
　９月２６日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター２名、社協２名（茂平沢地区終了）
１０月２４日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名
１１月２８日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名
１２月２６日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名 
　１月３０日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名
　２月２７日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名
　３月２７日 スーパーアークス 　参加者４名、サポーター１名、社協２名

　・利用曜日　　　　　　　　木曜日
　・利用回数　　　　　　　  ４７ 回　 (４４回)
　・サポーター活動時間　　　１５８．５０時間　　　（１３７．００時間）
　・サポーター活動ポイント　７８，０００ポイント　（６８，５００ポイント）

（　　　）内は前年度実績



（２）権利擁護の推進
と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

●日常生活自立支援事業（平成２５年４月～）
　高齢や障がいにより日常生活の判断に不安のある在宅で生活している方を対象に、
　福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理サービスを行います。（北海道社会
　福祉協議会業務委託）
　生活支援員　８名配置　

　４月　１日～ 　支援回数延べ３９回（ケース延べ４件）
　３月３１日 　・支援内容

　　S・K氏（高齢者）　　　月１回
　　S・M氏（高齢者）　　　月１回
　　M・K氏（精神障がい）　月２回　※利用中
　　K・M氏（高齢者）　　　月１回　※利用中
　・利用相談に係る個別処遇検討会議出席
　・利用相談に係るケース会議出席
　・新規利用相談　９回
　・利用者訪問面談　４回
　・利用契約及び解約に係る面談　５回
　・生活支援員面談　６回
　・自立生活支援専門員同行支援　６回
　・自立生活支援専門員代行支援　５回
　・施設入所に係る転居支援
　・支援担当者打合せ　随時
　・生活支援員募集記事掲載（社協広報誌）
　・パンフレット・チラシ配布（当別町民生児童委員協議会・当別町福祉委員会）

　９月１２日 ゆとろ 　・生活支援員研修　受講者５名（生活支援員３名、自立生活支援専門員他）
（ｵﾝﾗｲﾝ） 　　「日常生活自立支援事業における担い手の役割」

　　「発達障がいの理解について」「生活支援員情報交換」

１０月２２日 ゆとろ 　・「家計改善支援事業　情報交換会
（ｵﾝﾗｲﾝ） 　　　～日常生活自立支援事業との違いを知り、適切に連携しよう～」出席　１名

●緊急事務管理事業（平成２５年４月～）
　判断能力が不十分なため金銭等の管理が困難な状況である者に対し、生命、健康
　及び財産の保護を図るため、緊急かつ一時的に事務管理を実施する。（社協独自
　事業）

　４月　１日～ 　支援回数延べ１４０回（ケース延べ７件）
　３月３１日 　・支援内容

　　O・K氏（知的障がい）５１回（生活費支援）　　　　　　　　　　※利用中
　　M・Y氏（高齢者）　　１３回（生活費支援、公共料金等支払支援）※利用中
　　S・A氏（高齢者）　　　７回（生活費支援、公共料金等支払支援）
　　D・M氏（高齢者）　　３８回（生活費支援、公共料金等支払支援）※利用中
　　M・T氏（高齢者）　　１０回（生活費支援、公共料金等支払支援）
　　K・M氏（高齢者）　　　８回（生活費支援）
　　T・E氏（高齢者）　　１３回（生活費支援、公共料金等支払支援）※利用中
　・入所及び成年後見申し立てに係る面談及び打合せ　５回
　・成年後見申し立てに係る同行支援
　・預かり契約及び解約に係る面談　５回
　・利用者に係るサ－ビス担当者会議出席
　・利用者に係る個別処遇検討会議出席

〈その他〉
　５月２７日 ゆとろ 　・当別町地域ケア会議ネットワーク会議出席　１名
　６月１３日 ゆとろ 　・当別町地域ケア会議認知症専門部会出席　１名
１０月３０日 ゆとろ 　・当別町地域ケア会議権利擁護専門部会「権利擁護事業」事例発表　参加者１５名
　３月　６日 ゆとろ 　・当別町地域ケア会議ネットワーク会議出席　１名



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
●成年後見支援センター事業（令和３年７月～）
　成年後見制度の普及・啓発と円滑な制度運用ができる体制づくりのため、当別町
　及び新篠津村より当センター事業を受託。
　職員配置：センター長１名、相談支援員１名

〈相談支援〉
　成年後見制度に関する相談や利用に関する相談に応じます。

　４月　１日～ 　・相談件数　　　　　　　　　　　２６件
　３月３１日 　・相談内容　制度について　　　　１６件

　（重複あり）後見業務について　　　１件
　　　　　　　費用について　　　　　１件
　　　　　　　申立てについて　　　　６件
　　　　　　　代行手続きについて　　２件
　　　　　　　その他　　　　　　　１５件

〈申立て支援〉
　成年後見制度の申し立てをする際の必要な支援を行います。

　４月　１日～ 　・申立て利用支援　延べ１４件（内　市町村申立て事例２件）
　３月３１日 　・成年後見申立てに係る面談　４回

　・成年後見申立てに係る同行支援
　・成年後見人引継面談
　・市町村申立てに係る面談
　・市町村申立てに係るケース会議開催

〈普及啓発活動〉
　成年後見制度を理解するため啓発活動を行います。

　４月　１日～ 　・相談窓口案内記事掲載（各広報誌等）
　３月３１日 　・パンフレット配布（当別町民生児童委員協議会・当別町福祉委員会）

　・相談窓口案内（各会議等）

　６月１９日 新篠津村 　・合同相談所（成年後見・生活困窮）の開設
　８月２０日 保健ｾﾝﾀｰ 　・合同相談所（成年後見・生活困窮）の開設
１０月３０日 　・合同相談所（成年後見・生活困窮）の開設
１２月１８日 　・合同相談所（成年後見・生活困窮）の開設
　２月１２日 　・合同相談所（成年後見・生活困窮）の開設

　　　合同相談所　開催日程記事掲載（各広報誌等）
　　　合同相談所　開催日程チラシ配布（各関係機関等）
　　　合同相談所　防災行政無線放送

　９月　７日 ゆとろ 　・福祉まつりふれあい広場２０２４　パネル展示

１０月１７日 白樺ｺﾐｾﾝ 　当別町一日合同相談所　出席

１０月２８日 新篠津村 　・令和６年度新篠津村成年後見制度セミナー

自治ｾﾝﾀｰ 　説明「成年後見制度とは」

　講義「遺品整理　生前整理」

　講師：松尾　拓也　氏（有限会社三愛　代表取締役）
　受講者　２７名

　２月１７日 ゆとろ 　・令和６年度当別町成年後見制度セミナー

　説明「成年後見制度とは」

　講義「生前整理のススメ　もしもの話を元気なうちに～遺言対策～」

　講師：行政書士　佐藤　聡　氏（行政書士佐藤あきら事務所）

　講師：行政書士　髙橋　敏哉　氏（高橋敏哉行政書士事務所）
　受講者　４３名



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
　１月３０日 ゆとろ 　・令和６年度とうべつ・しんしのつ成年後見支援センター運営協議会

　　出席者１３名（当別町：５名、新篠津村：４名、事務局：４名）

　　「相談支援業務（４～１２月）について」「申立て利用支援について」

　　※権利擁護の取り組みについて（日常生活自立支援事業・緊急事務管理）

　　「市民後見人養成に関する業務について」「普及啓発業務について」

　　「運営協議会の開催について」「その他の取り組みについて」「情報交換」

<市民後見人の養成>
　実際に支援を行う市民後見人の養成を行います。

　・令和６年度市民後見人養成講座受講者募集記事掲載（各広報誌等）

　８月３０日 ゆとろ 　・令和６年度市民後見人養成講座受講オリエンテーション　受講者　１名

　　「とうべつ・しんしのつ成年後見支援センターについて」

　　「当別町社会福祉協議会の権利擁護事業について」

　　「養成講座の受講について」

　９月　４日～ ゆとろ 　・令和６年度市民後見人養成講座　３２単位（３３時間）

１０月１６日 （ｵﾝﾗｲﾝ） 　　９月４日～１０月１６日　※毎週水曜日　７日間　　受講者　１名

　　「地域福祉・権利擁護の理念」「成年後見制度概論」「市民後見概論」

　　「成年後見制度各論」「高齢者・認知症の理解」「障がい者の理解」

　　「民法の基礎①家族法」「民法の基礎②財産法」「対人援助の基礎」

　　「地域福祉と社会資源」「高齢・障がい関係制度・法律①-1」

　　「高齢・障がい関係制度・法律①-2」「高齢・障がい関係制度・法律①-3」

　　「意思決定支援について」「意思決定支援に係るグループワーク」

　　「高齢・障がい関係制度・法律①-4」「高齢障がい関係制度・法律②」

　　「高齢障がい関係制度・法律③」「成年後見の実務①②」「事例検討」

　　「施設見学①及びグループワーク」「施設見学②及びグループワーク」

　　「成年後見制度と市町村責任」「家庭裁判所の実際」

　　「後見実施機関の実務と市民後見活動に対するサポート体制」

　２月　３日 ゆとろ 　令和６年度市民後見人養成講座受講修了者フォローアップ研修

（ｵﾝﾗｲﾝ） 　　受講者　１名　※３講座（２４０分）

　　「受任時の心構え」

　　「受任時に行うべき手続き」

　　「家庭裁判所への報告」

〈その他〉
　７月１８日 ゆとろ 　・当別町民生児童委員協議会南地区会　出前講座　参加者２４名

　　テーマ「成年後見制度とは　後見人の役割り」

　２月２１日 西当別ｺﾐｾﾝ 　・西当別カナリア会　出前講座　参加者１５名

　　テーマ「成年後見制度とは」

１１月２７日 札幌市 　・「わたしの生き方セミナー　～相続のトラブルを防ぐために～」　１名参加

　２月２５日 ゆとろ 　・令和６年度K-ねっと全国セミナー　１名受講

（ｵﾝﾗｲﾝ） 　「成年後見制度のレシピ」

　「法定後見制度の基礎知識と補助・保佐の活用」

　「任意後見制度の基礎知識」



（３）生活支援体制の推進
と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

●生活支援・介護予防活動の推進(生活支援体制整備事業)

　住民、福祉関係団体などと連携、協力しながら、高齢者の生活課題や支援ニーズを

　掘り起こし、それらの解決や対応に向けた支援体制の充実・強化を図る。

〈地域の支援ニーズと社会資源の把握〉
　・サロン、集いの場への参加　　　１０１件
　・個別での相談（サロン申請等）　１１件
　・地域資源マップアプリ構築

　〈関係機関等との連携と情報共有〉
　・地域ケア会議への参加　１１回
　（自立支援型地域ケア会議６回、地域ケア会議ネットワーク会議２回、
　　地域ケア会議認知症専門部会１回、個別処遇会議１回）
　・連絡調整会議（高齢者支援係、地域包括支援センター）への参加　 １２回　
　・福祉委員会議への参加　４回
　・民生児童委員との意見交換　１回
　・くらしサポートセンターとの打ち合わせ　４回
　・商工会青年部との打ち合わせ　１回
　・当別青年会議所との打ち合わせ　１回

〈協議体の開催〉
　６月１１日 ゆとろ 　・第１回協議体「地域づくり推進セミナー」

　　参加者：４７名
　　内容：講演「高齢者の生活を支える地域づくり」
　　発表者：置田恵美氏（当別町福祉部介護課高齢者支援係）
　　活動報告「地域支え合い推進員の活動報告～住民ニーズと地域課題について」
　　発表者：杉田慎之介氏（当別町社会福祉協議会生活支援コーディネーター）
　　活動実践報告「当別町の地域支え合い活動の取り組みについて」
　　発表者：山下義則氏（元町町内会会長）
　　　　　　遠藤郁子氏（スウェーデンヒルズ町内会民生児童委員）

　７月１８日 ゆとろ 　・第２回協議体「誰もが参加できる地域づくり」
　　参加者：１１名（町内会長１名、民生児童委員１名、福祉委員２名、
　　　　　　　　　　ボランティア２名、グループホーム管理者１名、
　　　　　　　　　　地域包括支援センター１名、介護課２名）
　　内　容：集いの場参加者の固定化について、要支援者の社会参加について

１０月１０日 ゆとろ 　・当別町リハビリテーション専門職意見交換会
　　参加者：９名（病院２名、デイサービス１名、介護老人保健施設２名、
　　　　　　地域包括支援センター１名、介護課１名）
　　内　容：当別町内の介護予防活動について、地域資源MAPについて、意見交換

１０月２４日 ゆとろ 　・第３回協議体「誰もが参加できる地域づくり」
　　参加者：９名（民生児童委員１名、福祉委員２名、ボランティア１名、
　　　　　　グループホーム管理者１名、地域包括支援センター１名、介護課１名）
　　内　容：地域資源MAPについて、意見交換

　・集いの場支援
　４月１８日～ 　　スウェーデンヒルズ町内会「ヒルズ自由塾」

　　支援内容：サロン活動内容の提案、地域助け合い基金（さわやか福祉財団）
　　　　　　　による助成金申請支援（助成金１５万円）
　　　　　　助成金についてはプロジェクター、印刷用プリンター等に活用
　　活動内容：健康、当別町に関わる講話や体験を実施（１回/月）
　　参加者：２０名～３０名

スウェーデンヒ
ルズコミセン



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
　元町町内会「体力測定会・体操教室」

　５月１５日 百年会館 　〈体操教室〉３回
　参加者（延べ）：５３名
　協力機関：ひまわり健康倶楽部、北海道医療大学リハビリテーション科学部
　　　　　　福祉部健康推進係

　８月２８日 百年会館 　〈体力測定会〉２回
　参加者（延べ）：３９名
　協力機関：東苗穂病院リハビリテーション部

　５月２０日～ 末広町内会 　末広町内会「ちばカフェ」
１１月３０日 　　支援内容：サロン活動の提案・助言、サロン参加者の募集・マッチング

　　活動内容：茶話会、レクリエーション、昼食（１回/月）
　　参加者：８名程度（外出機会の少ない高齢者、ボランティア）

　８月　９日～ ゆとろ 　健康麻雀サロン
　９月３０日 　支援内容：男性の外出機会増加目的で開設。

　活動内容：麻雀（２回/月）、体操
　参加実人数２５名、延べ参加者１４１名）

　９月２５日 　太美北町内会「体力測定会」
　内　容：体力測定会、レクリエーション、昼食
　協力機関：北海道医療大学リハビリテーション科学部教員・学生８名
　参加者：１６名

〈サービスの担い手養成とマッチングの支援〉
　６月２７日 　・第１回コーディネーター会議

　　内容：ボランティア養成講座の内容・周知方法について
　　社会福祉法人ゆうゆう３名、当別町福祉部介護課２名、社協２名

　・マッチング支援
　支援内容：地域包括支援センターおよびケアマネジャーからの個別事例における
　　　　　　ニーズを抽出し、地域資源とのマッチングを推進する。
　マッチング相談：１５件（マッチング成功６件、困難事例４件、その他５件）

〈ケアラー調査と課題の把握〉
　・研修会の開催
　　参加者２９名
　　内　容：オレンジランプ上映会

〈その他〉
　８月　１日～ 　・「SCスーパービジョン」モデル事業へ参加

　　実施期間：１２か月
　　事業内容：社会資源マップアプリ作成、マッチング事業支援
　　事業実施機関：医療経済研究機構　国際長寿センター

１０月　３日 ゆとろ 　〈SCスーパービジョンモデル事業説明会〉
　　参加者：１６名（居宅介護支援事業所、地域包括支援センター、福祉部介護課）

　〈SCスーパービジョン活動支援〉
　　活用支援ミーティング（Zoom）　４回
　　参加者：国際長寿センターアドバイザー、福祉部介護課

西当別ｺﾐｾﾝ

地域福祉ターミ
ナル



（４）生活困窮者世帯への支援
と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

●生活困窮者自立支援事業
　令和３年度より石狩振興局より委託を受ける。生活保護に至る前の段階の生活困
　窮者に対し、経済的自立だけでなく日常生活や社会生活の自立など、その人に寄
　り添ったサポートを行う事業。
　職員配置：主任相談支援員１名、相談支援員１名、就労支援員１名、
　　　　　　アウトリーチ支援員１名、家計改善支援員１名、事務職員１名

〈相談実績〉
　・相談受付総件数　　　　１，０９３件(うち新規相談受付が５８件)
　・支援実績（延べ回数）　１，４０１件
　・支援人数　当別町６９名、新篠津村２名　
  ・相談内容（複数回答）　２，５９０件
　・支援プラン件数　　　　　　　５５件

〈就労支援〉
　４月　１日～ 札幌市 　　ハローワーク札幌北支援調整会議  ７回
　３月３１日 　　支援対象者　７名（うち就職者６名）

〈家計改善支援〉
　支援内容
　（1）滞納（家賃、税、公共料金など）の解消や各種給付制度の利用に向けた支援
　（2）債務整理に関する支援（多重債務者相談窓口との連携など）
　（3）公的貸付制度の利用に向けた支援
　　相談者と共に把握し、状況に応じた支援計画の作成、また相談支援、関係機関
　　への繋ぎ、必要に応じて貸付のあっせん等を行い、生活再生を支援する。

　４月　１日～ 当別町 　　　Ｗ氏（男性・４０代）　月１回支援　
　３月３１日 〃 　　　Ｓ氏（女性・６０代）　月２回支援　　１２月１３日支援終了　

〃 　　　Ｋ氏（女性・６０代）　月２回支援　　３月２８日支援終了
〃 　　　Ａ氏（女性・５０代）　月２回支援　　１０月１５日支援終了
〃 　　　Ｈ氏（女性・６０代）　月２回支援　
〃 　　　Ｎ氏（女性・４０代）　月１回支援　　１０月１７日支援終了
〃       Ｓ氏（男性・４０代）　月１回支援　　  ８月２８日支援終了
〃       Ｓ氏（女性・３０代）　月１回支援　
〃 　　　Ｓ氏（女性・６０代）　月２回支援　　　４月１６日　支援終了　　
〃 　　　Ｓ氏（女性・４０代）　月１回支援　
〃 　　　О氏（男性・３０代）　月１回支援　
〃       Ｈ氏（男性・６０代）　月１回支援　　１１月１８日～支援開始
〃       Ｋ氏（女性・６０代）　月２回支援　　１２月１０日～支援開始
〃       Ｆ氏（女性・７０代）　月１回支援　　　１月３０日～支援開始
〃       Ｈ氏（男性・７０代）　月１回支援　　　２月３日～支援開始
〃       Ｗ氏（女性・７０代）　月１回支援　　　３月７日～支援開始

〈就労準備支援〉
　支援内容
　（1）就労準備支援プログラムの作成
　（2）日常生活自立に関する支援
　（3）社会生活自立に関する支援
　（4）就労自立に向けた支援
　　コミュニケーションが苦手・社会復帰が不安な方に対して６ケ月から１年程度
　　の間プログラムに沿って、生活習慣形成のための指導や自立に向けた訓練、一
　　般就労等に必要な社会的能力の習得などの就労の前段階である基礎能力を養い
　　ながら就労に向けた体験の場や就労機会の提供を行う。
　・北海道社会福祉協議会就労準備支援事業（道委託）との連携

〈住宅確保給付金〉
　支援内容
　就職に向けた活動をすることなどを条件に、一定期間、家賃相当額を自治体から
　家主さんに支給する制度。
　制度の利用に当たっては、収入額や金融資産額（預貯金等）などの要件がある。



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
〈一時生活支援〉
　支援内容
　　住居を持たない方、またはネットカフェ等を居住にしている方に対し、一定期
　　間（原則３ヶ月）宿泊施設や衣食を提供する支援。

　４月　１日～ 当別町 〈食料支援〉
　３月３１日 　・当別郵便局を通して、農家から提供があった野菜などの食料を支援提供して頂き

　　生活困窮世帯、地域食堂、障がい者支援施設などへ届ける活動を行なっている。
　　食料提供７１件（うち当別郵便局から２９件）、食料支援件数　１７０件

　４月　１日～ 当別町 　・フードバンク
　３月３１日 　　フードバンクイコロさっぽろと令和３年９月から連携を図り生活困窮世帯に配布

　　１セット３日分食料　１４世帯６６日分の食料提供。

〈普及啓発活動〉
　４月　１日～ 当別町 　・関係機関への訪問、周知活動
　３月３１日 新篠津村 　・広報誌の発行、パンフレット作製、チラシ配布

　・福祉関係団体への事業説明会

〈アウトリーチの充実による自立相談支援事業の機能強化〉
　４月　１日～ 当別町 　生活困窮に関する相談や事業の利用を必要とする方をもれなく把握できるよう、
　３月３１日 新篠津村 　職員が様々な関係機関（町村の各担当部局、民生委員など）を訪問するなどして

　密接な連携体制を構築します。　
　・就労継続B型事業所、北年金事務所、ハローワーク札幌北、病院、役場等に同行
　　支援実施。
　・当別町役場(福祉係、子育てサポート係、健康推進係、障がい支援係)、当別町地
　　域包括支援センター、新篠津村役場、障害者生活支援センター、北海道社会福祉
　　協議会、ハローワーク札幌北、五稜会病院等と情報共有及び支援調整会議実施。

　６月１９日 新篠津村 　・新篠津村保健センターにて相談会開催
　８月２０日 新篠津村 　・新篠津村保健センターにて相談会開催
１０月３０日 新篠津村 　・新篠津村保健センターにて相談会開催
１２月１８日 新篠津村 　・新篠津村保健センターにて相談会開催
　２月１２日 新篠津村 　・新篠津村保健センターにて相談会開催

　５月２７日 札幌市 　・NPO法人レターポストフレンド主催「よりどころ」家族会　視察

　７月　８日 石狩市 　・石狩市社協主催　メイクアップセミナー　視察
　７月２５日 当別町 　・当別町総合保健福祉センター「ゆとろ」にて、ひここもり支援セミナー開催

１０月　４日 当別町 　・当別町共生型地域福祉ターミナルにて、ボランティア養成講座で事業説明
１０月１７日 当別町 　・当別町一日合同相談所に出席
１０月２１日 当別町 　・岩見沢市就労継続支援B型事業所あかり家に視察
１０月３０日 岩見沢市 　・令和6年度地域ケア会議権利擁護部会にて事業説明・事例発表

１１月２１日 新篠津村 　・令和６年度生活困窮者自立相談支援事業推進会議開催
１１月２７日 当別町 　・令和６年度生活困窮者自立相談支援事業推進会議開催

　１月２４日 新篠津村 　・新篠津村民生委員児童委員協議会で事業説明

　３月１４日 当別町 　・当別町内企業(大栄建工㈱)とひきこもり対象者・障害者雇用について打合せ
　　生活支援コーディネーター、当別町障がい者総合支援センターnanakamado出席

〈会議〉
　４月２４日～ 　　学習支援機関ゆうゆうと定例会議　　７回
　２月２６日
　５月１６日～ 新篠津村 　　新篠津村社会福祉協議会と調整会議　　３回
　８月２２日

　４月３０日 当別町 　　ハローワーク札幌北と調整会議

地域福祉ターミ
ナル



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
　４月　４日～ ﾊﾛｰﾜｰｸ札幌北 　　ハローワーク札幌北と支援調整会議　　６回
１２月　５日

　４月　５日 当別町 　　令和６年度第１回地域ケア会議個別処遇検討会議出席　　出席者６名

　５月２７日 当別町 　　第１回当別町地域ケア会議ネットワーク会議出席　出席者５１名(社協職員６名)

　６月  ６日 オンライン 　　令和６年度ほっかいどう孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム会議
　　　出席者　社協職員１名
　　（1）令和５年度の道の取組について
　　（2）要援護者を地域で支える関係機関連携等の状況について
　　（3）孤独・孤立対策につながる活動について
　　（4）令和６年度の道の取組について
　　（5）孤独・孤立対策に関連した活動について
　　（6）孤独・孤立対策重点計画の策定に向けて　

　６月 １９日 オンライン 　　令和６年度第１回生活困窮者就労準備支援事業連絡会議出席　社協職員１名　
　　（1）生活困窮者自立支援法の改正(令和７年施行)について
　　（2）各機関における就労支援及び就労準備支援の実施に関する状況報告
　　（3）「生活困窮者等に対する安心サポート事業体制強化期間」の実施について

　６月 ２７日 オンライン 　　令和６年度JSCP・厚生労働省合同研修会出席　
　　　～自殺対策と生活困窮者自立支援制度等との連携構築について
　　（1）生活困窮者自立支援制度及び重層的支援体制整備事業を活用した自殺対策
　　　　に係る相談体制構築自治体の紹介
　　（2）生活困窮者自立支援制度と自殺対策の連携事例について
　　（3）自殺対策と生活困窮者自立支援制度等との連携について
　　（4）生活困窮者自立支援法と自殺対策とが連携することの必要性や意義について

　７月  ２日 当別町 　　令和６年度当別町自殺予防対策連絡会出席　出席者１９名
　　（1）当別町の健康に関する現状
　　（2）各機関での自殺予防対策に関する取り組みについて

　７月  ４日 札幌市 　　令和６年度札幌北地域生活保護受給者等就労自立推進事業協議会出席　
　　　出席者２１名
　　（1）ハローワーク札幌北地域の雇用失業情勢について
　　（2）生活保護受給者等就労自立推進事業の運営状況について

　１０月１８日 石狩市 　　石狩地区合同会議(北海道母子寡婦会)出席　社協職員２名
　　（1）ひとり親支援制度、就労支援について
　　（2）公共職業訓練、求職者支援制度等について(公共職業安定所)
　　（3）母子及び父子並びに寡婦福祉資金の現状について(石狩振興局)

　１１月１４日 江別市 　　石狩振興局保健環境部自殺予防対策連絡会出席　社協職員１名
　　（1）令和５年度本連絡会にて検討した事項についての報告
　　（2）各市町村の自殺対策行動計画に基づく取組状況

　１２月１９日 ゆとろ 　　当別町子育てサポート係主催のケース会議出席　社協職員２名

　２月２１日 オンライン 　　第２回就労準備支援連絡会議出席　社協職員１名
　　（1）各機関における就労支援及び就労準備支援の実施に関する状況報告について
　　（2）生活困窮者等に対する安心サポート事業体制強化期間の実施について

〈研修会〉
　７月２９日～ 神奈川県 　　生活困窮者自立支援制度人材養成研修(主任相談員初任者研修)受講　
　７月３１日 　　「生活困窮者自立支援制度について」「個別支援の基本」

　　「地域を基盤とした相談支援の方法」「相談支援の展開」
　　　出席者社協　職員１名



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
　８月１４日 オンデマンド 　　令和６年度ケアラー支援関係機関職員等研修会　社協職員１名受講

　　の「ケアラーやヤングケアラーへの支援に携わる福祉、介護、保健、医療、教育等
　　関係機関職員や地域の支援者（民生委員児童委員、支援団体等）が、ケアラー
　　やその家族からの相談に適切に応じられるようケアラーへの支援について学ぶ」

　８月２０日 オンライン 　　居場所(居所)のいない生活困窮者等に対する居住支援についての情報交換会

１０月　３日～ オンライン 　　生活困窮者自立支援制度人材養成研修(家計改善支援事業支援員初任者研修)
１０月　４日 　　社協職員１名受講

　　「家計改善支援とは、貸付あっせん書の作成、家計再生プランの作成」
　　「生活困窮者自立支援制度と生活保護制度の連携」
　　「事例を通してグーループワークで検討、発表」

１０月１８日 オンライン 　　生活困窮者自立支援制度支援ツール活用セミナー　社協職員１名受講
　

１０月２２日 オンライン 　　令和６年度第２回情報交換会【家計改善支援事業】　社協職員２名受講　
　　「生活困窮者自立支援制度について」「日常生活自立支援事業について」
　　「グループワーク内で生活困窮事業、日自事業への繋ぐタイミングの難しさ等を
　　　を話し合い」

１０月３０日 オンライン 　　「生活困窮者自立支援民間団体活動助成事業」におけるフードバンク窓口連携事業
　　　説明会　社協職員１名受講

１２月　５日～ オンライン 　　令和６年度北海道・東北地区ブロック研修　社協職員１名受講
１２月　６日 　　「生活困窮者自立支援制度の行政説明」

　　「生活困窮者自立支援制度の理念、基本姿勢等」
　　「任意事業と連携　就労準備支援事業」「任意事業と連携　家計改善支援事業」

１２月２０日 オンライン 　　住まい支援システムの考え方と課題　社協職員１名受講
　　「住まい支援システムの考え方と課題」
　　「岡崎市における住まい支援システムの構築について」
　　「伊賀市における住まい支援システム構築事業」「パネルディスカッション」

１２月２０日 オンライン 　　債務相談スキルアップ研修会　社協職員１名受講
　　「業務説明資料事例紹介」「統計資料」

　１月２２日 オンライン 　　令和６年度　生活困窮者自立支援制度人材養成研修(テーマ別研修　孤独・孤立の
　　理解とアウトリーチ相談支援）　社協職員１名受講
　　「事例：誰にも頼りたくないAさん　事例を基にグループワーク研修」

　１月２３日 オンライン 　　ケアラー支援関係機関職員等研修　 社協職員１名受講　
　　「ケアラー・ヤングケアラーの社会的背景」
　　「北海道ケアラー支援条例と北海道ケアラー支援推進計画について」
　　「ケアラーの実態」「ケアラーの当事者の声」

　１月２４日 オンライン 　　孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム　第２回シンポジウム「らしさ」と
　　孤独・孤立　 社協職員１名受講
　　「第一部：解説『らしさと孤独・孤立』」「DVや児童虐待と孤独・孤立」
　　「埼玉県におけるジェンダー主流化の推進について」
　　「セクシュアル・マイノリティの孤独・孤立とジェンダー」　　　　　

　２月１４日 オンライン 　　令和６年度　就労支援についての情報交換会 　社協職員１名受講
　　「KPSビジュアライズツールについて」「R6就労支援についての情報交換会」

　３月１０日 オンライン 　　支援員のための育ちのガイドブック～専門職としてのキャリアづくりに向けて
　　社協職員１名受講
　　「本制度に関わる全ての人が大切にしたいこと」
　　「支援員のための「キャリアサーフ・シート」の活用」
　　「支援員を支える組織的・社会的な仕組み」

　３月２１日 オンライン 　　令和６年度ひきこもりサポーター養成研修　社協職員１名受講
　　「ピア活動をしてみての経験談」



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
　　「ピアサを含むサポーターを要請していくためのシステム作り」

●生活困窮者等に対する安心サポート事業（平成３１年４月～）
　生活困窮者に対して（生活保護世帯を除く）相談支援事業、経済的援助事業を
　行い、生活困窮者の自立や各制度に繋ぐことを目的とする。
　経済的援助　既存の制度やサービスの支援を受けられない緊急を要する生活
　困窮者に３万円を限度とした経済的援助を現物で行う。
　実施主体　北海道社会福祉協議会　平成３１年度４月登録

●生活福祉資金貸付制度事業
　北海道社会福祉協議会から委託を受け、低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯
　に対し、世帯の自立を支援するための資金の貸付を行う。
　相談件数　２３件　（生活福祉資金　緊急小口資金　教育支援資金）
     (内決定　０件）

　４月　１日～ ●生活福祉資金（特例貸付）　　　※令和４年９月末終了
　３月３１日 　（緊急小口資金）（総合支援資金）

　北海道社会福祉協議会からの委託で新型コロナウイルスの影響を受け、休業・
　解雇等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持のため、貸し付け
　を必要とする世帯に対して貸付を行う。

　※貸付期間：令和２年３月～令和４年９月
　　貸付合計　　　２９５件　合計金額　１０１，５７２千円
　　貸付人　　　　１５３名

　償還開始（令和５年１月２６日より）
　　【厚生労働省　社会援護局地域福祉課　生活困窮者自立支援室の事務連絡】
　　自立相談機関と社会福祉協議会の連携による情報共有、訪問等のアウトリーチに
　　よるプッシュ型の積極的なフォローアップ支援を実施。
　※償還状況                   ※相談支援状況     
　　償還猶予　　　１７件　　　　　支援中　　　　　　１１人
　　償還中　　　　２２件　　　　　相談のみ　　　　　　７人
　　償還終了　　　３３件　　　　　終結　　　　　　　５５人
　　判定免除　　１３７件　　　　　他制度・他機関　　　２人
　　任意免除　　　　９件　　　　　相談支援なし　　　７８人
　　死亡免除　　　１０件　　　　　合計　　　　　　１５３人
　　償還滞納　　　６７件
　　据置期間　  　　０件
　  合計　　  　２９５件　　　　　（令和７年３月３１日現在）

〈研修会〉
　９月３０日 オンライン 　・令和６年度生活福祉資金貸付事業オンライン説明会

　　(1)基調：生活福祉資金貸付制度について
　　(2)生活福祉資金貸付制度における民生委員調査書等の運用の見直しについて
　　(3)「償還困難等の状況を抱える借受人へのフォローアップ支援について」

１１月１３日 札幌市 　・令和６年度生活福祉資金現任職員研修
　　(1)貸付にあたっての困難事例とその対応について
　　(2)報告内容のポイント生理
　　　 社協職員１名受講　　

　３月１９日 オンライン 　・令和６年度第２回生活福祉資金貸付事業オンライン説明会
　　(1)会計検査院意見表示に伴う対応について
　　(2)生活福祉資金業務に係る委託契約書について
　　　 社協職員１名受講　　

●福祉金庫資金貸付事業（昭和４６年６月～）
　低所得者世帯・生活保護世帯の生活の維持を図るため、世帯に対して生活資金
　の貸付を行う。

　４月　１日～ 　　貸付件数　２８件　　　　貸付金額　　　５１７千円
　３月３１日 　　(令和５年 ４７件　　　　貸付金額　１，１０４千円）



（５）介護保険等（受託）業務の推進
と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

●当別町から委託を受け、介護保険デイサービスセンター事業を運営
　対象者　介護保険法における要支援、要介護認定を受けた方
　・職員体制　生活相談員１名、看護師１名、介護職員４名、
　　臨時介護職員２名、臨時看護師１名、調理員１名、臨時調理員２名
　　運転手５名、計１８名

〈研修会等）
　６月　６日 オンライン 　・ＢＣＰ（事業継続計画）初動対応研修　出席者１名
　８月　６日 ゆとろ 　・当別町・医療介護連携セミナー＆意見交換会　出席者１名
　２月１０日 オンライン 　・北海道高齢者虐待防止推進研修会【在宅編】　出席者１名

〈会議、委員会）
　５月３１日 ゆとろ 　・介護人材確保に関する意見交換会（第１回）　出席者３名

　６月１９日 ゆとろ 　・認知症サポーター倶楽部打合せ（第１回）　出席者１名

　７月１２日 ゆとろ 　・介護人材確保に関する意見交換会（第２回）　出席者３名

　９月１２日 ゆとろ 　・認知症サポーター倶楽部打合せ（第２回）　出席者１名

１０月１６日 ゆとろ 　・介護人材確保に関する意見交換会（第３回）　出席者１名

１２月１３日 白樺コミセン 　・当別見守り安心センサーネットワーク会議　出席者１名

　２月　４日 ゆとろ 　・地域ケア会議認知症専門部会（第２回）　出席者１名

　２月１８日 ゆとろ 　・地域ケア会議医療介護連携専門部会（第４回）　出席者１名

　２月２１日 ゆとろ 　・当別町総合保健福祉センター通報訓練　出席者１名

　３月　６日 ゆとろ 　・地域ケア会議ネットワーク会議（第２回）　出席者１名

〈アンケート等〉
　７月～８月 　・利用者、家族等アンケート実施　　利用者４８名、家族３４名回答

〈内部研修・会議他〉
　６月２８日 ゆとろ 　　テーマ「高齢者虐待防止研修」　参加者６名
　７月２６日 ゆとろ 　　テーマ「認知症ケア」　参加者７名
　９月２７日 ゆとろ 　　テーマ「接遇研修～ケア記録～」　参加者６名
１１月２９日 ゆとろ 　　テーマ「感染症発生時における業務継続計画（ＢＣＰ）研修・訓練」　参加者９名
１２月１８日 ゆとろ 　　テーマ「嚥下機能と食事形態～トロミ材の使用方法～」　参加者７名

　　　　　　講師　森永クリニコ　小杉亜友美氏
　１月３１日 ゆとろ 　　テーマ「当別町のボランティア活動と介護保険事業所の役割」　参加者８名

　　　　　　講師　ボランティアコーディネーター　嵯峨将司氏
　２月１４日 ゆとろ 　　テーマ「自然災害発生時における業務継続計画（ＢＣＰ）研修・訓練」　

　　　　　　参加者１０名
　３月２７日 ゆとろ 　　テーマ「運転業務研修」　参加者８名

〈ボランティア受け入れ〉　延べ４９名

〈実習生・見学者受入〉
　６月２５日 ゆとろ 　・北海道医療大学　地域包括ケア演習プログラム　見学者１９名

〈講師等〉
　９月　４日 北海道医療大学 　・認知症サポーター養成講座　参加者１名

１２月　３日 ゆとろ 　・地域ケア会議（制度横断事例検討会）講師

　３月２１日 西当別ｺﾐｾﾝ 　・Ｄｃａｆｅ講師　テーマ「認知症高齢者の関わりについて」



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
●当別町から委託を受け、介護保険ホームヘルプサービス事業を運営
　・介護保険ホームヘルプサービス
　　対象者　介護保険法における要支援、要介護認定を受けた方
　・障がい者自立支援ホームヘルプサービス
　　対象者　身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、視覚障がい者
　・障がい者移動支援
　　対象者　身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者
　・移送サービス
　　介護保険制度や障がい者自立支援制度でホームヘルプサービスを利
　　用している方を対象に通院介助等の目的で移送を行う。
　・職員体制　主任ヘルパー３名、登録ヘルパー９名
　　　　　　　事務員１名（ヘルパー兼務）
　　　　　　　計１３名

〈研修会〉
　４月　１日～ ゆとろ 　・令和５年度　介護保険法改正解説（オンデマンド配信）
　４月１３日 　　出席者１名
　６月　６日 ゆとろ 　・「ＢＣＰ（事業継続計画）初動対応　介護障がい事業所版」（オンライン研修） 

　　出席者４名
　７月　２日～ ゆとろ 　・同行援護従業者養成研修（一般課程）
　７月　３日 　　出席者１名
　７月１０日～ ゆとろ 　・令和６年度　認知症ケア特別研修Ⅰ（オンデマンド配信）
　８月３０日 　　出席者２名
１２月１８日 ゆとろ 　・職員研修「嚥下機能と食事形態～トロミ材の使用方法」

　　出席者５名
　２月２１日 ゆとろ 　・Ⅾカフェ「認知症ケア　優しさを伝える技術　ユマニチュード」

　　出席者３名

〈会議〉
　４月１５日 ゆとろ 　・令和６年度　第２回当別町地域ケア会議医療介護連携専門部会　　出席者　２名
　５月２７日 ゆとろ 　・令和６年度　当別町地域ケア会議ネットワーク会議（第１回）　　出席者　１名
　５月３１日 ゆとろ 　・第１回介護人材確保に関する意見交換会　　　　　　　　　　　　出席者　２名
　６月１３日 ゆとろ 　・第１回当別町地域ケア会議　認知症専門部会　　　　　　　　　　出席者　１名
　７月１２日 ゆとろ 　・第２回介護人材確保に関する意見交換会　　　　　　　　　　　　出席者　２名
　８月　６日 ゆとろ 　・当別町医療介護連携セミナー＆意見交換会　　　　　　　　　　　出席者　３名
１０月　３日 ゆとろ 　・地域資源マッチング支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者　３名
１１月１５日 ゆとろ 　・令和６年度　第１０回地域ケア会議個別処遇検討会議　　　　　　出席者　１名
１２月　３日 ゆとろ 　・令和６年度　第１回制度横断的事例検討会　　　　　　　　　　　出席者　２名
　１月２４日 ゆとろ 　・令和６年度　当別町地域ケア会議　虐待防止ネットワーク会議　　出席者　１名
　２月　４日 ゆとろ 　・令和６年度　第２回当別町地域ケア会議　認知症専門部会　　　　出席者　２名　
　２月１８日 ゆとろ 　・令和６年度　第４回当別町地域ケア会議　医療介護連携専門部会　出席者　３名　
　２月２８日 ゆとろ 　・第４回介護人材確保に関する意見交換会　　　　　　　　　　　　出席者　３名

〈アンケート等〉
　７月～８月 　・利用者、家族等アンケート実施

　　延べ６３名回答
　・介護職員自己評価（１１月に計画）

〈内部研修・会議〉
　４月　１日～ ゆとろ 　・ホームヘルパー研修及び検討会議　　　３５回実施（約月２～４回）
　３月３１日 ゆとろ 　・ホームヘルパー定例会議　　　　　　　１０回実施（約月１回）



（６）災害・緊急時への対応
と　き ところ 内　　　　　　　　容

●災害時要援護者情報の共有（平成２６年１月～）
　災害時における要援護者の把握に努め、個人情報に十分配慮した中で、当別町
地域福祉支援台帳の活用を行う。
　・当別町地域福祉支援台帳の提供等に関する契約締結

●当別町地域支援台帳の更新
　７月　１日 ゆとろ 　・当別町との更新登録

〈打ち合わせ他〉
　４月　８日～ ゆとろ 　防災キャンプ打合せ　３回実施（当別町総務部危機対策課２名）
　７月１６日

　９月２４日 ゆとろ 　・当別町災害ボランティアセンター設置・運営シュミレーションの実施　
　　参加者　社協職員８名

　９月２７日 ゆとろ 　・当別町災害ボランティアセンター設置・運営シュミレーションの実施　
　　説明「災害ボランティアセンターとは」
　　説明者　北海道社会福祉協議会　谷早映氏
　　説明「災害ボランティアセンターでの活動について」
　　説明者　当別町社会福祉協議会　栄木龍也氏
　　当別町災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施　
　　参加者　２５名（当別町職員、災害協定団体、近隣社協職員他）



２　みんながつながる地域づくり

（１）地域福祉事業の推進
と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

●福祉委員による見守り訪問事業（平成４年４月～）
　４３町内会・自治会に福祉委員を設置し、複数配置を図り見守り活動を進めること
により要援護者等が安心して地域で暮らせるように、住民参加と協力により福祉ネッ
トワークづくりを展開し、必要な援護活動が提供できる支援体制を推進する。
　（現６８名　複数設置２３町内会）

＜福祉委員会議の開催＞
　５月１５日 ゆとろ 　・第１回福祉委員会議

　１　令和５年度福祉委員会活動報告について
　２　令和６年度福祉委員会活動計画について
　３　福祉委員会会長、副会長の選出について
　　　副会長　荒戸恵子（樺戸町）選任

　・第２回福祉委員会議
　８月　７日 ゆとろ 　１　研修　千歳市社会福祉協議会福祉委員活動について

　　　講師　千歳市社会福祉協議会係長　長澤利明氏
　２　グループワーク「一人暮らし高齢者を見守るために」
　３　その他　

１１月２５日 ゆとろ 　・第３回福祉委員会議
　１　研修　　　消費者被害の現状と被害に遭わないためための対処法について
　　　講師　　　当別町環境生活課町民生活係消費生活相談員　伊藤　香氏
　２　事例報告　振り込め詐欺被害の防止対応について
　　　報告者　　当別郵便局局長　　米田和成氏
　３　意見交換　消費・金融被害を防ぐために地域でできること　

　２月２８日 ゆとろ 　・第４回福祉委員会議
　１　報告　　今年の福祉委員会議を振り返ろう
　　　当別町社会福祉協議会地域支援コーディネーター　杉田慎之介
　２　活動報告　報告者　西町町内会福祉委員　　有澤水江氏
　　　　　　　　報告者　太美東町内会福祉委員　辻井智子氏
　３　質疑応答　福祉委員活動についての疑問について
　４　意見交換

＜各種会議への参加＞
　５月２７日 ゆとろ 　地域ケア会議ネットワーク会議（第１回）　　　会長出席
　６月１３日 ゆとろ 　地域ケア会議認知症専門部会（第１回）　　　　会長出席
　７月　２日 ゆとろ 　第１回福祉まつりふれあい広場実行委員会　　　会長出席
　８月　５日 ゆとろ 　SOSネットワーク事業推進会議　　　　　　　　 会長・副会長出席
　８月２３日 ゆとろ 　第２回福祉まつりふれあい広場実行委員会　　　会長出席
　９月　６日 ゆとろ 　福祉まつりふれあい広場　もちまき用餅づくり　１８名参加
１０月１５日 ゆとろ 　第8回地域ケア会議個別処遇検討会議　　北栄町福祉委員２名出席
１２月１３日 白樺ｺﾐｾﾝ 　とうべつ見守り安心センターネットワーク会議　副会長出席
　３月　６日 ゆとろ 　第２回当別町地域ケア会議ネットワーク会議　　会長主席

●とうべつ見守り安心センター事業（平成２４年１２月～）
　４月　１日～ 　孤立死防止のため、とうべつ見守り安心センターの事業推進を図る。
　３月３１日 　また、関係機関や住民からの情報を共有し、ネットワークによる社会から孤立

する高齢者の安否確認のシステムを構築する。
　・協力事業所・団体数４９

　令和６年４月から令和７年３月まで　５件の通報
　　　　　※平成２４年１２月から１４８件の通報

１２月１３日 白樺ｺﾐｾﾝ 　とうべつ見守り安心センターネットワーク会議    ２８名出席 
  １　事業報告　とうべつ見守り安心センター事業報告
　　　　　　　　当別町社会福祉協議会事務局
　２　研修　札幌市における企業及び地域での見守り活動について
　　　講師　札幌市社会福祉協議会地域福祉課課長　高木啓太氏
　３　意見交換会「見守りネットワークにおける現状と課題について」



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
【協力機関】
　当別町、地域包括支援センター、障がい者総合相談支援センター、介護保険サー
ビス事業者、ＮＰＯ、当別交番、当別消防署、町内会・自治会、民生児童委員、
福祉委員、高齢者クラブ、ガス・水道・電気事業者、新聞配達の販売所、郵便局、
配送事業所、乳酸菌飲料販売所、セブンイレブン、不動産ネット等

●緊急時安否確認事業（鍵の預かり事業）
　※平成３０年度から事業開始から１７名契約　（令和６年度　１名解約）
　　・男性　　３名
　　・女性　　７名　　１０名契約
　　（内訳　小規模多機能施設さくら　７名　有料老人ホームらくら当別　３名）

●ＳＯＳネットワークの協力
　認知症等による徘徊により、一時不明となった高齢者を速やかに捜索または保護
するため「当別町ＳＯＳネットワーク事業」を協力する。

　４月　１日～ 　・ＳＯＳネットワーク発生通報による協力　　１件 ※未登録者
　３月３１日
　５月１７日 ゆとろ 　・地域ケア会議個別処遇検討会議（新規登録者）社協１名
　７月３１日 ゆとろ 　・地域ケア会議個別処遇検討会議（新規登録者）社協１名
　８月　２日 ゆとろ 　・地域ケア会議個別処遇検討会議（新規登録者）社協１名
１０月１５日 ゆとろ 　・地域ケア会議個別処遇検討会議（新規登録者）社協１名
　２月１０日 ゆとろ 　・地域ケア会議個別処遇検討会議（新規登録者）社協１名
　８月　５日 ゆとろ 　・ＳＯＳネットワーク事業推進会議　    　  　社協１名
　８月２７日 　・ＳＯＳネットワーク事業FAX・メール送信模擬テスト実施（協力機関８６カ所）

　９月１８日 元町周辺 　・ＳＯＳネットワーク模擬訓練　　社協２名(３５名参加）

●救急医療情報キット（平成２３年７月～）
　４月　１日～ 　救急医療情報キットとは、自宅で具合が悪くなり救急車を呼ぶ「もしも・・」
　３月３１日 のときの安全と安心を守る取り組みです。

　そうすることで、救急時に本人などが病状などを説明することができない場合
でも救急隊員がキットに保管された情報をもとに、迅速な救急活動に役立てるこ
とが出来ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・全世帯に配布（平成２３年７月　７，５６６本）　　　　　　　　　　
　・令和６年度（転入者へ配布　当別町役場戸籍年金係にて配布  531本）
　・令和６年度救急医療情報キット活用状況 ４件（当別消防署からの報告）

　　※平成２３年７月からの実績　 ７７件
　・高齢者世帯（６５歳以上）に救急医療情報キット設置について確認の訪問
　　福祉委員・民生委員・高齢者クラブ等の協力による訪問を実施

　※当別消防署による救急搬送実績
　（１月１日～１２月３１日）
　　令和　４年　　８３３名（うち６０歳以上　６１１名）　　７３％
　　令和　５年　　９１５名（うち６０歳以上　６５０名）　　７０％
　　令和　６年　　９２１名（うち６０歳以上　６６６名）　　７２％

●ふれあい・いきいきサロン（平成２３年４月～）
　高齢者、障がい者、子育て世帯などを対象に身近な地域において、仲間
づくりの輪を広げ、生きがいや孤独感の解消を目的にサロンを展開

　・登録団体　　９団体　　　　（８団体）
　　高齢者サロン　　　　　９団体（茶話会、食事会等）
　　新規申請：３団体
　　解散・休止申請：２団体
　　参加延人数：８８名

　１月２２日 ゆとろ 　・ふれあいいきいきサロン新年交流会
　　参加者：３３名
　　内　容：モルック、昼食（協力：ぽれぽれ倶楽部）



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
●イベント用資機材貸出事業（平成２４年６月～）

　４月　１日～ 　町内会・自治会等に対して行事用テント、わた菓子機やカキ氷機等のイベント
　３月３１日 用資機材を貸出することにより、コミュニティづくりを図ることを目的とする

　　餅つき一式　　　　６件　　かき氷機　　　　１３件
　　大判焼き機　　　　０件　　クレープ機　　　　２件
　　たい焼き機　　　　０件　　焼き鳥機　　　　　８件
　　鉄板焼き機　　　　７件　　ポップコーン機　１０件
　　たこ焼き機　　　　１件　　綿菓子機　　　　１３件
　　焼きいも機　　　　０件　　着ぐるみ　　　　　２件
　　アンプ　　　　　　１件　　発電機　　　　　　０件
　　コードリール　　　３件　　トランシーバー　　０件
　　プロジェクター　　０件　　行事用テント　　２４件
　　コンロ　　　　　　０件　　疑似体験セット　　０件
　　輪投げ　　　　　　９件　　スカットボール　　４件
　　ペタンク　　　　　０件　　ボーリング　　　　４件
　　グランドゴルフ　　０件　　ストラックアウト　４件
　　車イス　　　　　　０件　　スロープ　　　　　０件
　　その他　　　　　２９件　　　　　　　　計１４０件　　　　（１４０件）

●福祉まつりふれあい広場２０２４（平成１８年～）
　実行委員会を組織し、福祉団体やボランティア活動のＰＲの場とノーマライゼ
　ーションの普及と啓発を目的として開催する。
　　実施主体　　福祉まつりふれあい広場２０２４実行委員会
　　実行委員会　３回開催
　　後援団体　　２４団体　　参加者　１５００人

　９月　６日 　・前日準備　３班体制
　　資材搬入（テント、机、椅子、パネル他）、会場設営

　９月　７日 　・福祉まつりふれあい広場２０２４開催
　プログラム
　１０：００　開会
　１０：１５　北海道医療大学「よさこい～桜雅～」
　１０：３０　「クイズDEフルーツバスケット」【ゆとろ館内】
　１１：００　「パラスポーツゲーム大会」【ゆとろ館内】
　１１：３５　「参加団体によるPRタイム」
　１２：００　とうべつ学園吹奏楽部
　１２：３５　「福祉用具DE宝探しゲーム」
　１３：００　ゆうはな会
　１３：１０　ジャズダンスグループ「SKIP」
　１３：３５　ひょっとこ踊り玉福
　１３：５５　当別音頭を守る会
　１４：０５　北海道医療大学アカペラ部「Chapel」
　１４：３０　北海道医療大学「よさこい～桜雅～」
　１４：４０　閉会式　もちまき
　・イベント
　　巨大アート作成・展示、団体パネル展示、スタンプラリー
　　ダンボールフォトフレーム作成、写真撮影
　　子ども企画　「輪投げ」「射的」「着ぐるみふれあい体験」
　　多世代交流　「蜜蝋ラップ」「くるくるレインボースティック」「手裏剣」
　　飲食・販売コーナー、手話体験コーナー、まちの保健室、
　　とうべつEZOCA抽選会、クラフト体験、美味しい紅茶無料提供、他
　
（実行委員会の開催）

　７月　２日 　・第１回実行委員会　（正・副委員長選出）　出席者３０名
　　１　基本方針、開催要項（案)
　　２　予算（案）、組織構成、スケジュール

　８月２３日 　・第２回実行委員会　出席者３３名
　　１　総務部、事業企画部、飲食販売部会状況報告
　　２　当日の会場配置、スケジュール
　　３　前日の搬入、当日の搬出について

（　　　）内は前年度実績



と　き ところ 内　　　　　　　　容
　９月２０日 　・第３回実行委員会　出席者３０名

　　１　福祉まつりふれあい広場２０２４実施報告
　　２　福祉まつりふれあい広場２０２４決算報告
　　３　総務部、事業企画部、飲食販売部報告
　　４　全体意見交換

（各部会の開催）
　・事業企画部

　７月　２日 ゆとろ 　　第１回　福祉まつりふれあい広場２０２４打合せ
　８月２３日 ゆとろ 　　第２回　福祉まつりふれあい広場２０２４打合せ

　・総務部
　８月　８日 ゆとろ 　　第１回　福祉まつりふれあい広場２０２４打合せ

　・飲食販売部
　８月　５日 ゆとろ 　　第１回　福祉まつりふれあい広場２０２４打合せ

（２）介護予防の推進
と　き ところ 内　　　　　　　　容

●地域ふれあいサロン（介護予防事業）
　外出の機会が少ない高齢者を対象に心身の活性を図れるプログラムを組み
　地域ボランティア、北海道医療大学、町保健師、社協との連携により実施

　当別市街地区　友遊会　１２回実施（準備会１２回）　（平成１３年～）
　４月　８日～ ゆとろ 　・準備会　１２回　地域スタッフ　延１１４名
　３月１０日
　４月１５日 ゆとろ 　・体力測定　３６名 (参加者１８名、スタッフ１３名、その他５名）
　５月２０日 ゆとろ 　・室内パークゴルフ　３２名（参加者１６名、スタッフ１１名、その他５名）
　６月１７日 ゆとろ 　・和おんさんと音楽　４０名（参加者１８名、スタッフ１３名、その他９名）　
　７月２２日 恵庭市 　・戸外レク（花ロードえにわ）３２名（参加者１１名、スタッフ１５名、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他６名）
　８月２６日 ゆとろ 　・夏祭り　３５名（参加者１７名、スタッフ１５名、その他３名）
　９月３０日 ゆとろ 　・創作活動　３６名（参加者１８名、スタッフ１１名、その他７名）
１０月２８日 ゆとろ 　・みんなで音楽　４３名（参加者１６名、スタッフ１３名、その他１４名）
１１月２５日 ゆとろ 　・食改さんとおやつ作り　４７名（参加者１７名、スタッフ１３名、その他１７名）
１２月２３日 ゆとろ 　・クリスマス会　３１名（参加者１６名、スタッフ１２名、その他３名）
　１月２７日 ゆとろ 　・お正月遊び　３６名（参加者２０名、スタッフ１３名、その他３名）
　２月１０日 ゆとろ 　・室内ゲーム　２８名（参加者１４名、スタッフ１１名、その他３名）
　３月２４日 ゆとろ 　・暮らしのヒント勉強会　３７名（参加者２０名、スタッフ１４名、その他３名）

　太美市街地区　かすみ草の集い　１２回実施（準備会１２回）　（平成１１年～）
　４月１０日～ 西当別コミセン 　・準備会　１２回　地域スタッフ　延１１９名
　３月　５日

　４月２３日 西当別コミセン 　・体力測定　３３名（参加者１６名、スタッフ１３名、その他４名）
　５月３０日 西当別コミセン 　・室内パークゴルフ　３６名（参加者１６名、スタッフ１６名、その他４名）
　６月２５日 西当別コミセン 　・戸外レク　３７名（参加者１７名、スタッフ１７名、その他５名）　
　７月１１日 西当別コミセン 　・音楽を楽しむ　４０名（参加者１７名、スタッフ１５名、その他８名）
　８月　８日 西当別コミセン 　・創作活動　２７名（参加者１４名、スタッフ１０名、その他３名）
　９月２６日 西当別コミセン 　・暮らしのヒント勉強会　３４名（参加者１８名、スタッフ１２名、その他４名）
１０月２２日 西当別コミセン 　・秋まつり　３２名（参加者１６名、スタッフ１３名、その他３名）
１１月１９日 西当別コミセン 　・食改さんとおやつ作り　４９名（参加者１６名、スタッフ１３名、その他４名）
１２月１７日 西当別コミセン 　・クリスマス会　３９名（参加者２１名、スタッフ１５名、その他３名）
　１月２１日 西当別コミセン 　・お正月遊び　４２名（参加者２４名、スタッフ１５名、その他３名）
　２月１８日 西当別コミセン 　・和おんさんと音楽　４３名（参加者２２名、スタッフ１５名、その他６名）
　３月１８日 西当別コミセン 　・みんなで「ボッチャ」　３６名（参加者２０名、スタッフ１３名、その他３名）



と　き ところ 内　　　　　　　　容
●生活支援・介護予防活動の推進
　高齢者の介護予防や社会参加を促進するため関係機関との連携を図る。
　＜当別しゃっきりチェック＞
　　高齢者を対象とし、心身の機能、栄養状態、生活に関する測定・調査を北海道医療
　　大学、町保健師、地域包括支援センターと連携し実施。

　５月２２日 獅子内会館 　・獅子内高齢者クラブ　　　　　参加者　７名
　５月２９日 みどり野会館 　・みどり野高齢者クラブ　　　　参加者　６名
　６月　７日 北栄会館 　・北栄町高齢者クラブ　　　　　参加者１０名
　６月２１日 対雁会館 　・対雁高齢者クラブ　　　　　　参加者　９名
　６月２６日 末広会館 　・錦町・美里高齢者クラブ　　　参加者１４名
　７月　５日 若葉町会館 　・若葉高齢者クラブ　　　　　　参加者１５名
　７月１２日 森の道会館 　・東町高齢者クラブ　　　　　　参加者１１名
　８月２３日 ﾋﾙｽﾞｺﾐｾﾝ 　・スウェーデンヒルズ町内会　　参加者　７名
　９月　４日 末広会館 　・末広高齢者クラブ　　　　　　参加者　９名
　９月２０日 スターライト会館 　・シルバースター会サロン　　　参加者１０名
　９月２７日 百年会館 　・弥生高齢者クラブ　　　　　　参加者１２名

●地域ケア会議参加
　高齢者介護予防や社会活動参加を促進するため関係機関との連携を図る。

　４月　５日 ゆとろ 　地域ケア会議　個別処遇検討会議　　　　　　　　　１名出席
　４月１６日 ゆとろ 　地域ケア会議　自立支援型地域ケア会議　　　　　　１名出席　
　５月１７日 ゆとろ 　地域ケア会議　個別処遇検討会議　　　　　　　　　１名出席
　５月２７日 ゆとろ 　地域ケア会議　ネットワーク会議　　　　　　　　　５名出席
　６月１３日 ゆとろ 　地域ケア会議　認知症専門部会　　　　　　　　　　３名出席
　６月１８日 ゆとろ 　地域ケア会議　自立支援型地域ケア会議　　　　　　１名出席
　８月　２日 ゆとろ 　地域ケア会議　個別処遇検討会議　　　　　　　　　１名出席
　８月２２日 ゆとろ 　地域ケア会議　自立支援型地域ケア会議　　　　　　１名出席
　８月２２日 ゆとろ 　地域ケア会議　自立支援型地域ケア会議　　　　　　１名出席
１０月１５日 ゆとろ 　地域ケア会議　個別処遇検討会議　　　　　　　　　１名出席
１０月３０日 ゆとろ 　地域ケア会議　権利擁護専門部会　　　　　　　　　２名出席（講師）
１１月１５日 ゆとろ 　地域ケア会議　個別処遇検討会議　　　　　　　　　２名出席
　２月１０日 ﾋﾙｽﾞｺﾐｾﾝ 　地域ケア会議　個別処遇検討会議　　　　　　　　　１名出席
　３月　６日 ゆとろ 　地域ケア会議　ネットワーク会議　　　　　　　　　５名出席

●高齢者健康コンクール（昭和６１年～）
　７月３１日 ゆとろ 　高齢者の健康維持・増進と啓発促進のために、８０歳以上の高齢者を対象とし

　た健康コンクールを実施し表彰する。
　　・北海道医療大学、町保健師の協力
　　　優良高齢者については当別町高齢者クラブ連合大会にて表彰
　　　表彰者　８名

●ふれあいスポーツ大会
　スポーツを通じ、身体障害者の社会参加を促進し又高齢者の健康保持と生きがい
　を高める

　６月２８日 ゆとろ 　・当別町ふれあいスポーツ大会実行委員会
　　実行委員８名、事務局（当別町福祉部介護課５名、社協４名出席）

１０月　２日 ゆとろ 　・当別町ふれあいスポーツ大会実行委員会事務局打合せ
　　当別町福祉部介護課５名、保健福祉部６名、子ども未来課１名、社協４名出席

１０月　８日 当別総合 　・第３８回当別町ふれあいスポーツ大会
体育館 　　参加者：１８２名

　　学生参加９名

　６月２１日 ゆとろ ●介護予防フェア
　　　協力：北海道医療大学リハビリテーション科学部
　　　内容：沖縄の伝統的な踊りで使用する小太鼓を作ってみよう
　　　　　・音楽に合わせてパーランクーを使って体を動かそう
　　　　　・北海道と沖縄に関する豆知識をクイズで楽しく学ぼう
　　　参加者３４名



（３）福祉関係団体への支援
と　き ところ 内　　　　　　　　容

●当別町身体障害者福祉協会（昭和６２年４月設立）
　理事会　２回開催　　総会　１回開催

　４月１０日 ゆとろ   ・第１回理事会　　７名（役員５名　事務局２名）
　４月１７日 田西会館   ・総会　　　　　１２名（会員９名　事務局３名）

　５月２９日 新篠津村保健ｾﾝﾀｰ 　・石狩支庁地区身体障害者福祉協会総会　　参加者３名

　５月３１日 ゆとろ 　・第３８回ふれあいスポーツ大会打合せ　　事務局４名

　６月１２日 百合が原公園他 　・日帰り研修　　参加者８名

　６月２７日 ゆとろ 　・第３７回ふれあいスポーツ大会第１回実行委員会　出席者１名

　７月　６日 総合体育館 　・第１回ボッチャ大会への参画　　参加者６名

　４月　３日～ 総合体育館 　インクルーム・ボッチャ交流会参加（６回開催）　　延べ参加者２２名
  ２月　５日
　８月　８日 ゆとろ 　・石狩支庁地区身体障害者福祉大会　　参加者７名

　　　表彰式　　更生援護功労　 渋谷政雄さん
　　　　　　　　　　　　　　 　三浦京子さん
　　　映画鑑賞「モダン・タイムズ」
　　　レクリエーション： 輪投げ、ストライクアウト

１０月　８日 総合体育館 　・第３８回当別町ふれあいスポーツ大会

１０月１１日 千歳市 　・日帰り研修（道の駅サーモンパーク千歳他）　　参加者７名

　１月１５日 田西会館 　・新年懇親会　　参加者８名

　１月２９日 当別町役場 　・伝達式　　厚生労働大臣表彰（更生援護功労者）
　　　　　　　受賞者　大崎喜一郎氏

　３月　６日 ゆとろ 　・石狩支庁地区身体障害者福祉協会理事会　　参加者２名

●当別町高齢者クラブ連合会（昭和４０年６月設立）
　理事会　２回開催　会長会議　１回開催　総会　１回開催　正副会長会議　１回

　５月１４日 ゆとろ   ・第１回理事会　１２名（役員９名　事務局３名）
　５月２４日 ゆとろ   ・総会　　　　　２５名（会長２２名　事務局３名）

　５月２９日 新篠津村保健ｾﾝﾀｰ 　・石狩地区老人クラブ連合会総会　　参加者５名

　５月３１日 ゆとろ 　・第３８回ふれあいスポーツ大会打合せ　　事務局４名

　６月２０日 ﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場 　・第１８回当別町高齢者クラブ連合会パークゴルフ大会（個人戦）　参加者２６名
　　

　６月２１日 ゆとろ 　　女性研修 介護予防フェア　　　参加者３４名
　　　協力：北海道医療大学リハビリテーション科学部
　　　内容・沖縄の伝統的な踊りで使う太鼓「パーランクー作り」に挑戦！
　　　　　・自作のパーランクーを使い音楽に合わせて身体を動かそう
　　　　　・北海道と沖縄に関する豆知識のクイズで学ぼう

　６月２８日 ゆとろ 　・第３８回ふれあいスポーツ大会第１回実行委員会　出席者　５名

　７月　３日 ゆとろ   ・第１回会長会議　　参加者２２名
 　 「１８回パークゴルフ大会について」「女性研修について」
  　「第５９回当別町高齢者クラブ連合会について」

　７月　８日 新篠津村 　・第１８回石狩地区老人クラブ連合会パークゴルフ大会（個人戦）　参加者３０名



と　き ところ 内　　　　　　　　容
　７月１６日 ガトーキングダム 　・チャレンジ・ザ・交通安全　　参加者１９名

サッポロ 　　　内容・交通安全講話
　　　講師：北海道札幌方面北警察署　
　　　交通第一課長　菅田 昇幸氏
　　　　　・交通安全のビデオ鑑賞
　　　　　・体験しよう交通安全　　遊び感覚で５ヵ所のブースを体験　
　　　　　・交通安全ビンゴゲーム

　８月２０日 当別町総合体育館 　・第５９回当別町高齢者クラブ連合大会
　　　参加者　２３６名　　来賓　４名　　交歓演芸会　１０組出場
　　　式典　当別町高齢者クラブ連合会功労者表彰　　１２名
　　　　　　当別町高齢者健康コンクール優良者表彰　　８名
　　　講話①「アクティブ・エイジング　～歳をとっても生き生きと～」
　　　講師　長谷川純子氏（北海道医療大学ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部理学療法学科）
　　　講話②「食事道のすすめ　～伝統的な日本食の魅力とは～」
　　　講師　澤井　徹氏　㈱玄米酵素　札幌営業所所長

　８月２６日～ 町内各地 　・北海道医療大学看護学科「人々の暮らしを理解する実習」
　　　３０日 　　　内容：北海道医療大学看護学科１年生から、各単位クラブ会長へ当別町で

　　　　　　暮らしについて

　９月１８日 ゆとろ 　・女性研修　　参加者１６名
　　　研修場所：千歳市防災学習交流センター他　見学

１０月　２日 会議室 　・第３８回当別町ふれあいスポーツ大会 スタッフ会議　　　参加者６名

１０月　８日 総合体育館 　・第３８回当別町ふれあいスポーツ大会　　　参加者１８２名

１０月１０日 ゆとろ 　・石狩地区老人クラブ大会　リーダー研修会　　　参加者　４６名
　　　功労者表彰式　　当別町８名
　　　講演「ヨーグルトのひみつ」講師　㈱明治北日本支社札幌　中村　仁美氏
　　　演芸　当別町：３組

１０月２３日～ 帯広市 　・指導者視察研修　「第５９回全道老人クラブ大会」参加
　　　２４日 　　　令和６年度老人クラブ功労表彰　　当別町　門田　紘氏

　　　記念講演「命を守る！シニアのための災害への備えと心構え」
      講師：北海道文化放送　気象予報士・防災士　菅井 貴子氏

１２月１３日 石狩市りんくる 　・石狩管内小ブロック研修会　　　参加者６名
　　　講演「元気なうちじゃないと準備できない！今から知っておきたい終活の話」
　　　体操「いきいきクラブ体操」

　１月２８日 田西会館 　・新年懇親会　　参加者１９名

　２月　３日～ 町内各地 　・北海道医療大学看護学科「人々の暮らしを理解する実習」
　　　１４日 　　内容：北海道医療大学看護学科１年生から各単位クラブ会長へ地域や個人等

　　　　　についてインタビュー　　　　参加協力クラブ　１０クラブ

　３月　６日 ゆとろ 　・石狩地区老人クラブ連合会理事会　　　参加者１名

　３月１２日 ガトーキングダム 　・チャレンジ・ザ・交通安全　　参加者２３名
サッポロ 　　　内容・交通安全講話

　　　講師：北海道札幌方面北警察署　　交通第一課長　遠藤 辰哉氏
　　　　　・交通安全のビデオ鑑賞
　　　　　・体験しよう交通安全　　遊び感覚で５ヵ所のブースを体験　
　　　　　・交通安全ビンゴゲーム

　３月１７日 ゆとろ   ・第１回正副会長会議　　　４名（副会長２名　事務局２名）

　３月１７日 ゆとろ   ・第２回理事会　　１０名（役員８名　事務局２名）

　４月　１日～ 当別町内 　・交通安全運動
　　各町内にて高齢者クラブでの交通安全活動、声かけ運動実施



と　き ところ 内　　　　　　　　容
　４月　５日 宮永建設前 　　春のセーフティコール　　参加者２６名
　７月１２日 道の駅 　　夏のセーフティコール　　参加者３２名
　９月２０日 田西会館前 　　秋のセーフティコール　　参加者２０名
１１月１３日 宮永建設前 　　冬のセーフティコール　　参加者１５名

　４月　１日～ 当別町内 　・美化環境活動
　９月３０日 　　各町内にて高齢者クラブでの美化活動実施　参加者延べ１４２名

　９月～１０月 町内各地 　・高齢者クラブ「社会奉仕の日」活動　　 　町内各地  延べ１,１３３名

●当別町介護者と共に歩む会（平成１１年９月設立）
　臨時理事会 １回開催　　 理事会　２回　　 総会　１回開催

　４月１０日 ゆとろ   ・臨時理事会　　８名（役員７名　事務局１名）
　４月２６日 ゆとろ   ・総会　　　　　１７名（会員１４名　事務局３名）

　４月２６日 ゆとろ 　・講演会「認知症介護で得た教訓とこれから役立つ知恵」　参加者２４名
　　講師　池森康弘氏（北海道医療大学　看護福祉学部福祉マネジメント学科）

　４月２６日 ゆとろ   ・第１回理事会　　１０名（役員８名　事務局２名）

　５月２５日 室蘭市 　・北海道認知症の家族の会 全道定期総会・研修会出席　出席者７名
　　テーマ「海の中のカラフルな植物、海藻の生活」
　　講師　本村泰三氏（前北海道大学北方生物圏フィールド科学センター
　　　　　　　　　室蘭臨海実験所長・北海道大学名誉教授）

　６月１３日 ゆとろ 　・研修会の開催　参加者３５名
　　研修テーマ「認知症の人と共に暮らす街」
　　講師　森林美惠子氏（NPO法人北海道若年認知症の人と家族の会副理事長）

　７月１０日 札幌市 　・ふれあい研修　参加者１４名
　　研修場所　北海道博物館他

　９月１８日 町内 　・当別町SOSネットワーク模擬訓練の協力参加　　参加者２名

１０月１６日 ゆとろ 　・ケアラー研修会「オレンジランプ」上映会　　参加者２９名

　２月１４日 田西会館 　・親睦会　　１０名

　３月　５日 ゆとろ   ・第２回理事会　　１１名（役員９名　事務局２名）

　・認知症カフェ開催
　　会員同士の近況報告や情報交換等、気軽に話し合えるストレス解消の場

　５月　９日～ ゆとろ 　　ふれあいカフェ　（４回開催）　参加者延べ４８名
１１月１８日

●当別町母子寡婦会（昭和６０年６月設立）
　幹事会　３回開催　　　総会　１回開催

　４月　７日 札幌市 　・石狩地区母子寡婦福祉団体連絡協議会第１回理事会・総会　参加者３名
　４月１１日 ゆとろ   ・第１回幹事会　　９名（役員８名　事務局１名）
　４月１８日 ゆとろ   ・総会　　　　　２１名（会員１９名　事務局２名）

　５月２０日 北海道庁 　・北海道善行賞（優良ひとり親家庭）表彰式
　　受賞者　太田喜久子さん

　６月　２日 札幌市 　・石狩地区母子寡婦福祉団体連絡協議会第２回理事会　参加者３名
　６月２９日 札幌市 　・道母連研修会　　　参加者３名

　　　講演「十人十色の個性を大切に　自分らしさを受け入れる効果とは」
　　　講師　フィレイロカラー　小田切 加代子氏
　　　発表「目指そう自立、活かそう支援策」
　　　発表者　函館市母子寡婦福祉会理事長　東　佳子氏

　７月１４日 札幌市 　・研修旅行（札幌市青少年科学館）　　参加２２名



と　き ところ 内　　　　　　　　容
　９月　７日 ゆとろ 　・福祉まつりふれあい広場への参画（かけそば販売）　販売参加者９名

　９月２９日 江別市 　・第６２回石狩地区母子寡婦福祉研修大会　　　参加者４名
　　　健康講話「薬剤師による薬や健康に関する講話」
　　　講師　札幌薬剤師会江別支部　 梅本 忠雄氏

１０月１８日 石狩市 　・母子家庭等就業・自立支援センター事業 合同会議　　出席者４名

１０月２８日 ゆとろ   ・第２回幹事会　　９名（役員８名　事務局１名）

１１月１０日 札幌市 　・石狩地区母子寡婦福祉団体連絡協議会 幹部研修会　　出席者３名

１２月１５日 ゆとろ 　・クリスマス会　　参加者２２名

１２月２３日 ゆとろ 　・ライオンズクラブ国際協会331-A地区よりプレゼントの贈呈　対象１５家庭

　３月　７日 ゆとろ   ・第３回幹事会　　９名（役員８名　事務局１名）

　３月１８日 ゆとろ 　・ライオンズクラブ国際協会331-A地区よりプレゼントの贈呈　対象１５家庭

　３月２８日 札幌市 　・札幌中島ライオンズクラブより小中学生新入学祝の贈呈　対象３家庭

●当別町ボランティア連絡協議会（昭和５９年６月設立）
　理事会　３回開催　　総会　１回開催

　４月２２日 ゆとろ 　・第１回理事会　出席者　７名
　５月１５日 ゆとろ 　・総会　出席者　２５名
　７月１９日 ゆとろ 　・第２回理事会　出席者　１０名
１２月　５日 ゆとろ 　・第３回理事会　出席者　　６名

  美化活動
　６月１３日～ ゆとろ 　・花壇整備　４回実施　参加者　延べ３８名
１１月　１日

  地域イベント
　９月　７日 ゆとろ 　・福祉まつりふれあい広場２０２４協力（こども縁日）　

　　ポップコーン、わたあめ、くじ引き、かき氷でブース出店
　　スタッフ１８名（うち学生２０名）

  自主事業
　８月　７日 旧当別小学校 　・子どもボランティア事業

体育館 　　「虹色サマーキッズ」
全久寺 　　「旧当別小学校体育館でレクリエーション」

　　「全久寺で日本一こわいきもだめし大会」
　　参加者　３０名（小学生４～６年生）
　　スタッフ　北海道医療大学学生　２０名

　３月１５日 ゆとろ 　・ボランティアの集い　「モルックで交流会」
　　参加者　３１名

　研修会
　９月　９日 江別市民会館 　・ボランティア愛ランド北海道2024出席　参加者　１２名
１０月　９日 石狩市 　・石狩市、むかわ町、当別町ボランティア連絡協議会合同研修会　参加者２３名
１１月　４日 ゆとろ 　・地域福祉セミナー（防災セミナー）　参加者　１０名
１１月２９日 石狩市 　・石狩地区ボラネットスキルアップ研修会　参加者　７名

　会議
１０月　７日 札幌市 　・石狩地区ボランティアネットワーク協議会　会長　事務局１名出席



と　き ところ 内　　　　　　　　容
●当別町遺族会（昭和２８年３月設立）
　理事会　２回開催　　　総会　１回開催

　４月  ３日 ゆとろ   ・第１回理事会　　７名（役員６名　事務局１名）
　４月　８日 ゆとろ   ・総会　　　　　１２名（会員９名　事務局３名）

　６月　４日 旭川市 　・令和６年度 戦没者遺族援護功労者知事感謝状決定
　  栄田　勲会長　　藤澤征男副会長

　６月　５日 旭川市 　・令和６年度北海道護国神社慰霊大祭参拝　　参加者７名
北海道護国神社

　６月１４日 阿蘇公園内 　・忠魂碑前　花壇造り　　参加者５名

　７月　６日 札幌護国神社 　・令和６年度札幌護国神社例大祭参拝　　　参加者６名

　７月３１日 真駒内セキスイハ 　・令和６年度北海道戦没者追悼式　　　参加者３名
イムアイスアリーナ

　８月２７日 阿蘇公園内 　・令和６年度当別町戦没者追悼式　　参加者１０名

　９月１７日 ゆとろ 　・ⅮⅤⅮ上映会　　　参加者１１名
　　昭和と戦争シリーズ　「若き兵士の悲劇　～神風特攻隊に続け～」

１０月１６日 恵庭市 　・石狩地区連合遺族会　役職者等研修会
　　　　 北海道連合遺族会理事長表彰授与　 当別町　館田 惠藏氏
         講演「遺骨収集について」
　　　　　北海道連合遺族会　事務局長　大島 範男氏
         講演「大戦の尊い犠牲、悲しみを世に伝える」
　　　　　石狩地区連合遺族会　  副会長　佐伯  昇氏

　１１月１３日 ゆとろ 　・ⅮⅤⅮ上映会　　　参加者１１名
　　昭和と戦争シリーズ　「本土決戦の覚悟」

　　１月２３日 田西会館 　・新年懇親会　　参加者５名

　　３月　４日 ゆとろ   ・第２回理事会　　８名（役員６名　事務局２名）

（４）共同募金事業の推進
と　き ところ 内　　　　　　　　容

　「赤い羽根共同募金」「歳末たすけあい募金運動」の推進
　　共同募金委員会が実施する「赤い羽根共同募金」「歳末たすけあい募金運動」
　を推進し助成事業の拡大を図ります。

●当別町共同募金委員会（昭和２９年８月設立）
　理事会　５回開催　　　評議員会　３回開催
　審査委員会　　３回開催

　・理事会
　５月　９日 ゆとろ　第１回 　　１令和５年度事業報告、収支決算報告

　　２令和６年度事業計画、収支予算（案）
　　３当別町共同募金員会評議員の同意

　７月１１日 ゆとろ　第２回 　　１当別町共同募金委員会審査委員会の選任
　　１第２２回当別町赤い羽根・歳末たすけあいチャリティーゴルフ大会（案）
　　３福祉まつりふれあい広場２０２４募金活動

　９月２５日 ゆとろ　第３回 　　１第２２回当別町赤い羽根・歳末たすけあいチャリティーゴルフ大会報告
　　２福祉まつりふれあい広場２０２３募金活動
　　３令和６年度町村共同募金委員会関係者研究協議会（石狩・後志ブロック）
　　　について
　　４チャリティとうべつ芸能フェス２０２４の後援
　　５令和５年度当別町赤い羽根共同募金運動の実施（案）



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
１１月１３日 ゆとろ　第４回 　　１赤い羽根共同募金運動実績報告について

　　２社協・共募役職員視察研修について
　　３令和6年度北海道共同募金会長表彰について
　　４歳末たすけあい募金運動実施（案）について
　　５歳末たすけあい募金運動目標額（案）について

　３月１４日 ゆとろ　第５回 　　１赤い羽根共同募金運動実績報告について
　　２歳末たすけあい募金運動実績報告について
　　３共同募金委員会審査委員会開催報告について
　　４赤い羽根共同募金助成申請（案）について

　・評議員会
　５月２３日 ゆとろ　第１回 　　１令和５年度事業報告、収支決算報告

　　２令和６年度事業計画、収支予算（案）

　９月２５日 ゆとろ　第２回 　　１第２２回当別町赤い羽根・歳末たすけあいチャリティーゴルフ大会報告
　　２福祉まつりふれあい広場２０２４募金活動報告
　　３令和６年度赤い羽根共同募金運動実施（案）

１１月１８日 ゆとろ　第３回 　　１赤い羽根共同募金運動実績報告について
　　２歳末たすけあい募金運動実施（案）について
　　３歳末たすけあい募金運動目標額（案）について

　・審査委員会
１１月２６日 ゆとろ　第Ⅰ回 　　１歳末たすけあい募金運動実施（案）について

　　２歳末たすけあい募金運動目標額（案）について

１２月２５日 ゆとろ　第２回 　　１歳末たすけあい運動の状況について
　　２歳末たすけあい見舞金助成について

　１月３０日 ゆとろ　第３回 　　１赤い羽根共同募金運動実績報告について
　　２歳末たすけあい見舞金助成報告について
　　３赤い羽根共同募金助成申請（案）について

〈研修会・会議参加〉
　７月 札幌市 　・令和６年度石狩地区共同募金委員会第１回理事会（書面審議）

　８月　７日 オンライン会議 　・令和６年度共同募金実務担当者研究協議会　　参加者１名
　　基調説明「災害への対応について」
　　　　　　「共同募金を取り巻く情勢について」他

　７月１８日 倶知安町 　・令和６年度町村募金委員会関係者研究協議会（石狩・後志ﾌﾞﾛｯｸ）
第一会館 　　基調説明　共同募金を取り巻く情勢について

　　研究協議　（１）令和６年度共同募金運動の実施に向けた取り組み
　　　　　　　（２）共同募金に関する基礎的情報の共有について
　　　　　　　（３）会計業務における内部統制について
　  出席者３名（当別町）

１１月　６日～ 苫小牧市 　　・令和６年度社協、共募役職員視察研修　　
１１月　７日 江別市 　　　（1）苫小牧市社会福祉協議会視察（生活体制整備支援事業）

　　　（2）ココルクえべつ見学
　　　出席者　共募役員７名、事務局４名

　３月１４日 当別町 　・令和６年度石狩地区共同募金委員会第２回理事会　出席者　会長、事務局長
　

　イベント募金
　８月　４日 石狩平原カント 　・第２２回チャリティーゴルフ大会　参加者　１００名

リークラブ 　　（チャリティーホール86,946円　表彰式88,350円）

　・寄付金付きピンバッジ（とべのすけ×ふくろう）募金活動
　　ピンバッジ作製（５００個）



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
　９月　７日 ゆとろ 　・福祉まつりふれあい広場２０２４　募金　４３，９８８円

１０月１４日 ふれあい倉庫 　・とうべつ芸能フェス２０２４　参加者６２組　協賛：北海道共同募金会

　４月　１日～ とうべつ道の駅 　　ガチャガチャ募金箱設置
　３月３１日 　「とべのすけ×赤い羽根」バージョンピンバッジ

　「初音ミク×赤い羽根」限定他

（募金活動）
１０月　１日～ 当別町 　・赤い羽根共同募金運動　（募金額　３，０１９，１８１円）

　　街頭募金活動（ショッピングストアー前）
　　　　　活動者　共募役員、民生児童委員、日赤奉仕団

１２月　１日～ 　・歳末たすけあい募金運動　(募金額　２，３３６，４６８円）
１２月２０日 　　　戸別募金、企業募金、職域募金活動実施

１２月２５日 　・歳末たすけあい見舞金対象者に贈呈（当別町共通商品券）

　４月～３月 当別町 　・イベント用資機材等貸出
　　赤い羽根共同募金行事用テント　貸出

（５）情報発信の推進
と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

●社協情報の提供
　社協に求められている情報は、積極的に提供するよう努めます。
　・ホームページ　２０２３年１０月リニューアル後、平均月２回更新
　・Ｉｎｓｔａｇｒａｍ　９４投稿５２７フォロワー（３月現在）
　・北海道社会福祉協議会のホームページに「社協だより」掲載
　・生活支援コーディネーター通信　７月にNo.５を発行
　・民生児童委員協議会広報誌「ゆとりっちとうべつNo５５号」に社協見守り事業の
　　特集を掲載（全戸配布）

●出前講座
　住民に対して社協活動の理解を深めＰＲを図る。

　７月１０日 東裏会館 　・東裏老人クラブ　　参加者２５名
　　福祉のまちづくり～孤立をなくそう～
　　脳トレ、ビンゴ大会

　７月１８日 ゆとろ 　・民生児童委員　　　参加者２４名
　　「成年後見制度とは？（後見人の役割）」

　２月２１日 西当ｺﾐｾﾝ 　・西当別カナリヤ会　　参加者１５名
　　「成年後見制度とは？」



３　みんなが参加できる地域づくり

（１）ボランティア活動の啓発・人材育成
と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

●ボランティア講座・イベントの開催
　幅広い世代やさまざまなジャンルの方が、ボランティア活動に関心を持ってもら
えるよう講座・イベントを開催し、人材の育成を図ります。

　・子どもボランティア事業企画、運営
　６月～８月 　　全久寺、北海道医療大学学生ボランティアネットワークと打ち合わせ
　８月　７日 　　子どもボランティア事業「虹色サマーキッズ」開催

　６月２７日 地域福祉 　・コーディネーター会議
ターミナル 　　令和６年度ボランティア養成講座実施に向けて打ち合わせ

●令和６年度当別町共生型ボランティア養成講座
　・全１２回開催　対面、オンライン併せて開催

　９月　２日 ゆとろ 　・開講式、共生型の地域づくりについて
会議室 　　講師：大原裕介氏（社会福祉法人ゆうゆう　理事長）

　　子育て支援について、障がい福祉制度、介護保険制度の概要について
　　講師：当別町教育委員会子ども未来課、当別町福祉部介護課
　　ボランティアとは？
　　講師：当別町社会福祉協議会、社会福祉法人ゆうゆう
　　参加者６名

　９月　６日 地域福祉 　・乳幼児、子どもの特徴って？
ターミナル 　　乳幼児期から見た子どもの発達について

　　講師：木浪智佳子氏（北海道医療大学看護福祉学部看護学科　教授）
　　参加者２名

　９月１３日 地域福祉 　・コミュニケーションスキルを高めるⅠ＜子育て編＞
ターミナル 　　発達障害も含めた子供の成長と関わりについて

　　講師：湯川正雄氏（社会福祉法人ゆうゆう　作業療法士）
　　参加者２名

　９月２０日 地域福祉 　・コミュニケーションスキルを高めるⅡ＜家族編＞
ターミナル 　　心の発達と保育者のかかわりについて

　　講師：奥田かおり氏（北海道医療大学看護福祉学部マネジメント学科）
　　参加者２名

　９月２７日 地域福祉 　・栄養と食生活の重要性を学ぶ
ターミナル 　　講師：土井淑子（当別町福祉部保健福祉課　健康推進係主査）

　　参加者２名
１０月　４日 地域福祉 　・障がいってなに？生活困窮ってなに？

ターミナル 　　基礎知識と支援について
　　講師：中梶慎太郎氏（当別町障がい者総合相談支援センターnanakamado）
　　講師：南谷慶子氏（くらしサポートセンターとうべつ・しんしのつ）
　　参加者２名

１０月１１日 地域福祉 　・応急処置、緊急対応を学ぶ
ターミナル 　　講師：当別消防署救急課救急係　　　参加者２名

１０月１８日 地域福祉 　・認知症、高齢者ってなに？
ターミナル 　　高齢者について、認知症の基礎知識について

　　講師：池森康裕氏（北海道医療大学看護福祉学部福祉マネジメント学科）
　　参加者２名

１０月２５日 北海道 　・コミュニケーションスキルを高めるⅢ＜高齢者編＞
医療大学内 　　高齢者への配慮ポイントや心理理解について

　　講師：鈴木英樹氏（北海道医療大学リハビリテーション科学部理学療法科教授）
　　参加者２名

１０月２５日 地域福祉 　・コミュニケーションスキルを高めるⅣ＜障がい編＞
ターミナル 　　地域生活を通して

　　講師：辻博睦氏（野菊の会　代表）
　　　　　横山薫氏（当別町地域活動センターつくしの郷　管理者）
　　本人が望む地域生活を続ける
　　講師：日下部麻里子氏
　　　　　佐伯悠磨氏（社会福祉法人ゆうゆう　相談支援専門員）参加者２名

１１月１５日 地域福祉 　・さぁ！今日からサポーター！
ターミナル 　　講師：当別町社会福祉協議会、社会福祉法人ゆうゆう

　　閉講式　　参加者５名



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
●介護予防活動に対するボランティアコーディネートの推進
　高齢者サロン等の支援を推進し、ボランティア活動のコーディネートを図ります。

　通年 　・ふれあい会食会の企画、運営参加
　　スタッフの調整、協力依頼

　通年 　・配食サービスボランティアの調整
　　参加人数　５名　同行回数　５回

　通年 　・配食サービス新規利用調整
　　新規利用人数　１７名　

　６月２３日 　・ボランティアポイント事業の開始
　　高齢者等を支える介護予防となる無償ボランティア活動を行っている方に対して
　　EZOCAポイントを付与し、高齢者等に対するボランティア活動を支える仕組みとし
　　てボランティアポイント事業を実施
　　３０分の活動につきEZOCAポイント２ポイントを付与

　７月　１日 　・買物付き添い支援事業の立ち上げ（モデル事業）
　　買物に出向くことが困難な世帯を対象に、徒歩で行ける範囲の店舗にサポーター
　　（有償ボランティア）と対象者が歩いて伺い、買物を一緒に行う。購入した商品
　　はサポーターの協力を得て持ち帰るか、自宅に届ける配達サービスを利用する。

●福祉教育の推進
　８月　４日～ 当別町 　・夏休みふくしワークキャンプ事業　参加者、スタッフ　２２名
　８月　５日 　　「親子防災キャンプ」

　　（親子参加者　１６名、北海道医療大学学生　６名）
　　共催　　当別町　当別町社会福祉協議会
　　協力　　当別消防署　当別町赤十字奉仕団
　　宿泊先　旧当別小学校体育館

  ・夏休み福祉ワークキャンプ事前打ち合わせ
　４月　８日 ゆとろ 　　第１回打合せ　参加者３名（当別町総務部危機対策課２名、社協１名）
　５月１６日 ゆとろ 　　第２回打合せ　参加者３名（当別町総務部危機対策課２名、社協１名）
　７月１６日 ゆとろ 　　第３回打合せ　参加者３名（当別町総務部危機対策課２名、社協１名）

１２月１７日 西当別   ・福祉教育出前講座企画、実施
小学校 　　車いす体験　西当別小学校５年生（１クラス２７名）

　３月２６日～ 赤平市 　・春休みふくしワークキャンプ事業　参加者、スタッフ　２４名
　３月２７日 砂川市 　　「障がいのお仕事について学ぼう」

三笠市 　　（参加者　１８名、北海道医療大学学生　６名）
　　主催　　当別町社会福祉協議会
　　宿泊先　青少年体験活動支援施設ネイパル砂川（砂川市）
　　訪問先　社会福祉法人北海道光生舎（赤平市）
　　　　　　三笠市博物館（三笠市）

●除雪ボランティアの実施
１２月～２月 当別町内 　在宅福祉サービス事業や地域のひとり暮らし高齢者の見守り活動の中から除雪を

　必要とする高齢者世帯へボランティアによる除雪活動を実施。
　除雪実施延世帯　　　　　計４５世帯　　　　（３６世帯）
　実施日数　　　　　　　　１１日間
　協力ボランティア　　　　延べ８１名
　　・一般（企業）　　　　　　２３名（協力：北海道電力　札幌篠路支店）
　　・自衛隊ボランティア　　　３２名
　　・学生ボランティア　　　　２３名
　　・炊き出し協力　　　　　　１６名

（　　　）内は前年度実績



（２）ボランティア活動の啓発・人材育成
と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

●ボランティア登録者数
　当別町総合保健センターゆとろを拠点とした、ボランティアに関する総合的な窓口
　としての調整を図る。
　・令和７年度ボランティア登録者数　　１，４５１名　団体数３５団体
　　（令和６年度ボランティア登録者数　１，４４３名　団体数３４団体）
　　（令和５年度ボランティア登録者数　１，３９９名　団体数３５団体）

　通年 ●ボランティアコーディネート
　・相談依頼、コーディネート件数
　　８３件（うち７２件コーディネート）
　　（内訳：個人依頼４０件、医療大学生依頼２２件、その他２１件）

●ボランティアコーディネーターの活動
　通年 　・ふれあい会食会　新規面談１１名

　通年 　・ふれあい会食会の企画、運営参加
　　打ち合わせ１０回　本番７回　参加

　通年 　・友遊会の企画、運営参加
　　準備会１２回　本番１２回　参加

　通年 　・かすみ草の集いの企画、運営参加
　　準備会１２回　本番１２回　参加

　通年 　・配食サービス　新規面談１７名

　通年 　・買物御用聞きサポート事業新規面談７名

　通年 　・買物同行支援事業　新規面談４名

１２月～２月 　・除雪ボランティアの調整、実施４５世帯（１１日間）
　　除雪実施延世帯　　４５世帯（１１日間）
　　協力ボランティア　延べ８１名

　・夏休みワークキャンプ企画、実施
　４月　８日 ゆとろ 　　第１回打合せ　参加者３名（当別町総務部危機対策課職員２名、社協１名）
　５月１６日 ゆとろ 　　第２回打合せ　参加者３名（当別町総務部危機対策課職員２名、社協１名）
　７月１６日 ゆとろ 　　第３回打合せ　参加者３名（当別町総務部危機対策課職員２名、社協１名）

　・子どもボランティア事業企画、実施
　６月２４日 ゆとろ 　　第１回打合せ　参加者３名（北海道医療大学学生２名、社協１名）
　７月１９日 全久寺 　　第２回打合せ　参加者６名（全久寺１名、北海道医療大学学生６名、社協１名）
　８月　７日 当別町 　　子どもボランティア事業実施

　・地域食堂との連携
　４月１６日 風街カフェ 　　第１回地域食堂ネットワーク会議出席
　６月１８日 風街カフェ 　　第２回地域食堂ネットワーク会議出席

　・福祉まつりふれあい広場２０２４イベント企画、実施
　６月２４日 ゆとろ 　　第１回打合せ　北海道医療大学学生ボランティアネットワーク
　７月１２日 オンライン 　　第２回打合せ　北海道医療大学モルックサークル
　７月１７日 ゆとろ 　　第３回打合せ　北海道医療大学アカペラ部
　７月１８日 ゆとろ 　　第４回打合せ　北海道医療大学よさこいサークル「桜雅」
　７月２４日 当別高校 　　第５回打合せ　当別高等学校
　８月　１日 地域福祉 　　第６回打合せ　北海道医療大学手話サークル　手話サークルポテト

ターミナル
　８月　９日 ゆとろ 　　第７回打合せ　北海道医療大学カフェクラブ
　８月２０日 勤医協 　　第８回打合せ　当別健康友の会
　９月　３日 ゆとろ 　　第９回打合せ　当別町ボランティア連絡協議会
　９月　７日 ゆとろ 　　福祉まつりふれあい広場　イベント実施

大江商店



と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
　９月　９日 江別市民会館 　・ボランティア愛ランド北海道２０２４出席　参加者　１２名

１０月　９日 石狩市 　・石狩市、むかわ町、当別町ボランティア連絡協議会合同研修会出席　
　　参加者　２３名

１１月２９日 石狩市 　・石狩地区ボラネットスキルアップ研修会出席　参加者　７名

　７月１６日 　・リングプル収集、整理、発送の活動
　　すみれ会（当別町ボランティア連絡協議会）、とうべつ学園生徒会１４名で実施
　　リングプル収集量　５０ｋｇ
　　リングプル整理後、プルネット事務局へ発送業務を実施

１１月～１２月 当別町内 　・町内ひとり暮らし世帯へのお楽しみ冊子作成、配布
　　対象　当別町内独居世帯高齢者８００名
　　作成　北海道医療大学学生ボランティアネットワーク
　　配布　福祉委員　北海道医療大学学生ボランティアネットワーク
　　協力　当別町社会福祉協議会

　２月２８日 西当別 　・西当別小学校「感謝の会」参加
小学校 　　西当別小学校全生徒が出席

　３月１５日 ゆとろ 　・ボランティアの集い企画、実施
　　「モルックで交流会」　参加者　３１名

　・春休みワークキャンプ企画、実施
　３月１８日 ゆとろ 　　第１回打合せ　参加者２名（北海道医療大学学生ボランティアネットワーク２名）

　通年 ●ボランティア保険加入者数
　・ボランティア活動保険　　　　　５７５名　　　（５６５名）
　・ボランティア行事保険　　　１，４１２名　　　（１，７１７名）
　・福祉サービス総合補償　　　　　　７４名　　　（２８２名）
　・送迎サービス補償　　　　　１，５８４名　　　（７４０名）

●ボランティア団体との連携強化
　９月　７日 ゆとろ 　・福祉まつりふれあい広場２０２４協力（縁日・屋台・イベント）　

　　北海道医療大学学生ボランティアネットワーク　１３０名参加
　　ボランティア団体によるブースでの企画、販売をコーディネート

（　　　）内は前年度実績

とうべつ学園



（３）災害ボランティア活動の推進（４）ボランティア情報の提供
と　き ところ 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

●災害救援活動の支援に関する協定
　災害被災地の社会福祉協議会へ職員の派遣や支援物資の提供等の支援に努めます
　・北海道社会福祉協議会と協定書の締結（平成２６年１月）

　４月 　・令和６年度災害救援活動の支援に関する協定に基づく災害関係事務担当者報告

●自然災害発生時における災害支援ボランティアセンター支援に関する協定
　自然災害発生時において、設置運営する災害ボランティアセンターに対して、
災害協定を締結するものであります。

　       締結：当別ライオンズクラブ（令和３年１２月）
　       締結：当別青年会議所（令和３年１２月）

●研修会/会議
　９月２０日 かでる2.7 　・令和６年度初期支援者養成・資質向上研修会/災害ボランティア組織連携会議

　　説明：「災害VC運営におけるkintoneの活用方法・メリットを知る」
　　　　　「kintone体験」
　　説明者：北海道社会福祉協議会　地域福祉部地域福祉課
　　説明：「災害ボランティアセンターの設置・運営に関する体制整備について」
　　説明者：石狩振興局保健環境部社会福祉課　専門主任　永田　達也　氏
　　報告：「能登半島地震被災地災害ボランティアセンターでの活動を通して」
　　報告者：北広島市社会福祉協議会　主査　向島　大裕　氏
　　説明：「被災者支援における官民連携の必要性」
　　説明者：北海道社会福祉協議会　地域福祉課
　　情報交換：「管内の被災者支援における官民連携を考える」
　　出席者　３名

●災害ボランティアセンターの設置運営訓練
　　災害時のボランティア活動の拠点となる、災害ボランティアセンターの運営や
　内容、支援方法について関係機関と連携し運営体制の強化を図る。

　９月２７日 ゆとろ 　・当別町災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施
　　説明：「災害ボランティアセンターとは」
　　説明者：北海道社会福祉協議会　谷　早映氏
　　活動報告：「災害ボランティアセンターでの活動について」
　　説明者：当別町社会福祉協議会　栄木　龍也氏
　　説明：「本訓練における被害想定・役割の確認」
　　説明者：当別町社会福祉協議会　
　　訓練：「災害ボランティアセンター運営訓練」
    参加者２５名（当別町職員、当別ラインオンズクラブ、当別青年会議所
　　　　　　　　　石狩市社協職員、新篠津村社協職員、当別町社協職員他）

１１月　３日 ゆとろ 　・地域福祉セミナーの開催
　　講演：想定以上の災害！あなたはどうする？
　　　　　「冬の災害からいのちを護る減災対策～自宅、避難所、そして車」
　　講師：日本赤十字北海道看護大学　看護薬理学領域教授　根本　昌弘　氏
　　演習：「Doはぐ」避難所運営ゲームをやってみよう！
　　講師：日本赤十字北海道看護大学　看護薬理学領域教授　根本　昌弘　氏
　　参加者４０名（一般住民、民生児童委員、福祉団体関係者、ボランティア実践者）

●ボランティア情報の発信

　６月・９月 全戸配布 　・ボランティアセンターだより「クローバー」　２回発行（６月・９月）
１２月・３月 町内４か所 　・ボランティアＰＲ用掲示板の活用

　　（ゆとろ、ターミナル、当別町役場、西当別コミセン）



４　社会福祉協議会の組織体制の強化

（１）各種福祉計画等との連携
と　き ところ 内　　　　　　　　容

　町の福祉施策・各種福祉計画等と連携したサービスの提供
●会議等の参加

　５月１３日 ゆとろ 　・令和６年度　当別町地域ケア会議ネットワーク会議（第１回）　出席者６名
　　令和６年度地域ケア会議実施計画
　　令和６年度生活支援体制整備事業実施計画
　　出席機関より連絡情報提供

　４月　１日～ ゆとろ 　　専門部会
　３月３１日 　　・介護医療連携専門部会　１回出席

　　・権利擁護専門部会　　　１回出席
　　・認知症専門部会　　　　１回出席
　　個別会議
　　・個別処遇会議　　　　　４回出席
　　・制度横断的事例検討会議３回出席

　５月３１日 ゆとろ 　・第１回介護人材確保に関する意見交換会　出席者５名

　６月　４日 ゆとろ 　・当別町福祉有償運送運営協議会
　　有償運送事業所の更新登録申請に係る協議　出席者１名

　６月２５日 ゆとろ 　・当別町訪問看護ステーション運営委員会　出席者１名
　　当別訪問看護ステーション活動状況
　　事例紹介

　６月２８日 当別町役場 　・令和６年度当別町空家対策協議会出席　出席者１名

　７月１２日 ゆとろ 　・第２回介護人材確保に関する意見交換会　出席者４名　　

　８月　５日 ゆとろ 　・当別町ＳＯＳネットワーク協議会　出席者４名
　　ＳＯＳネットワーク事業実施状況
　　ＳＯＳネットワーク発生送信模擬テストの実施
　　当別町認知症高齢者見守り事業について

　２月１７日 当別町役場 　・当別町高校生等奨学金運営協議会　出席者１名

　２月２０日 当別町役場 　・令和６年度当別町空家対策協議会　出席者１名

　３月　４ 日 ゆとろ 　・当別町地域福祉計画策定委員会　出席者２名
　　報告事項　当別町地域福祉計画の概要について

　３月　６日 ゆとろ 　・令和６年度　当別町地域ケア会議ネットワーク会議（第２回）　出席者６名
　　令和６年度地域ケア会議実施報告
　　令和６年度生活支援体制整備事業実績について
　　令和７年度地域ケア会議実施計画について
　　令和７年度生活支援体制整備事業実施計画について

●その他会議等の参加
　５月２０日 札幌市 　・北海道社会福祉協議会地域部会　会長出席
　６月２１日 札幌市 　・北海道社会福祉協議会評議員会　会長出席
　９月　４日 札幌市 　・北海道民間社会福祉職員共済会理事会　会長出席
　９月　６日 札幌市 　・北海道社会福祉協議会評議員会　会長出席
　２月１８日 オンライン 　・北海道社会福祉協議会幹事会　会長出席
　２月１６日 オンライン 　・北海道民間社会福祉職員共済会理事会　会長出席



（２）組織体制の充実
と　き ところ 内　　　　　　　　容

●社協正副会長会議
　６月　９日 ゆとろ 第１回 １　第１回理事会案件について

２　第１回理事会の開催について
３　福祉まつりふれあい広場２０２２について

●理事会の開催
　６月１２日 ゆとろ 第１回 　１　当別町社会福祉協議会顕彰規程専決処分の承認を求めることについて

　２　当別町社会福祉協議会会長の職務執行状況報告について
　３　当別町社会福祉協議会理事の辞任届について
　４　令和５年度当別町社会福祉協議会事業報告について
　５　令和５年度当別町社会福祉協議会収支決算報告について
　６　令和５年度当別町社会福祉協議会第４四半期定例監査及び決算監査報告に
　　　ついて
　７　当別町社会福祉協議会評議員の選任候補者の推薦について
　８　令和６年度当別町社会福祉協議会定時評議員会の招集について

　９月１９日 ゆとろ 第２回 　１　当別町社会福祉協議会顕彰規程専決処分の承認を求めることについて
　２　当別町社会福祉協議会会長の職務執行状況について
　３　令和６年度当別町社会福祉協議第１四半期定例監査報告について
　４　課税事業（社会福祉法人等）に係る消費税の取扱いについて
　５　福祉まつりふれあい広場２０２４事業報告について

１１月２９日 ゆとろ 第３回 　１　当別町社会福祉協議会会長の職務執行状況について
　２　当別町社会福祉協議会顕彰規程専決処分の承認を求めることについて
　３　令和６年度当別町社会福祉協議会上半期事業報告について
　４　令和６年度当別町社会福祉協議第１四半期及び第２四半期定例監査報告に
　　　ついて
　５　令和６年度社協・共募役職員視察研修報告について
　６　令和６年度当別町社会福祉協議会一般会計補正予算（案）について
　７　令和７年度当別町補助金に係る要望書ついて

　３月１９日 ゆとろ 第４回 　１　当別町社会福祉協議会顕彰規程専決処分の承認を求めることについて
　２　当別町社会福祉協議会会長の職務の執行状況について
　３　令和６年度当別町社会福祉協議会第３四半期定例監査報告について
　４　令和６年度除雪ボランティア実施報告について
　５　令和６年度当別町社会福祉協議会事業評価について
　６　令和６年度当別町社会福祉協議会一般会計補正予算（案）について
　７　令和７年度当別町社会福祉協議会事業計画（案）について
　８　令和７年度社会福祉協議会収支予算（案）について
　９　令和６年度当別町社会福祉協議会第２回評議員会の招集について

●評議員会の開催
　６月２７日 ゆとろ 第１回 　１　令和５年度当別町社会福祉協議会事業報告（案）について

　２　令和５年度当別町社会福祉協議会収支決算報告（案）について
　３　令和５年度当別町社会福祉協議会第４四半期定例監査及び決算監査報告に
　　　ついて
　４　当別町社会福祉協議会役員の選任について

　３月２５日 ゆとろ 第２回 　１　令和６年度当別町社会福祉協議会定例監査報告について
　２　令和６年度当別町社会福祉協議会事業中間報告について
　３　令和６年度当別町社会福祉協議会事業評価について
　４　令和６年度当別町社会福祉協議会一般会計補正予算（案）について
　５　令和７年度当別町社会福祉協議会事業計画（案）について
　６　令和７年度社会福祉協議会収支予算（案）について



と　き ところ 内　　　　　　　　容
●内部監査の実施

　５月２７日 ゆとろ 第１回 　１　令和５年度当別町社会福祉協議会第４四半期定例監査及び決算監査
　　出席監事２名
　　会計帳簿（記載すべき事項を正しく記載し、計算書類の記載と合致している）
　　計算書類（収支及び事業活動の状況並びに財産の状況を正しく示している）
　　事業報告書（法人の状況を正しく示している）

　８月２６日 ゆとろ 第２回 　１　令和６年度当別町社会福祉協議会第１四半期定例監査　出席監事２名
　　会計帳簿（記載すべき事項を正しく記載し、計算書類の記載と合致している）
　　計算書類（収支及び事業活動の状況並びに財産の状況を正しく示している）
　　事業報告書（法人の状況を正しく示している）

１１月２６日 ゆとろ 第３回 　１　令和６年度当別町社会福祉協議会第２四半期定例監査　出席監事２名
　　会計帳簿（記載すべき事項を正しく記載し、計算書類の記載と合致している）
　　計算書類（収支及び事業活動の状況並びに財産の状況を正しく示している）
　　事業報告書（法人の状況を正しく示している）

　２月　７日 ゆとろ 第４回 　１　令和６年度当別町社会福祉協議会第３四半期定例監査　出席監事２名
　　会計帳簿（記載すべき事項を正しく記載し、計算書類の記載と合致している）
　　事業報告書（法人の状況を正しく示している）

●外部監査の実施
１２月１８日 ゆとろ 　１　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律による運営指導

　　当別町ヘルパーステーション（居宅介護・同行援護）
　　指導内容（自己点検票による関係書類の確認、各担当職員との面談方式）
　　口頭助言２件（事業所１件、当別町１件）
　　出席指導担当者　２名（石狩振興局保健環境部社会福祉課事務指導係）

　２月１３日 ゆとろ 　１　委託料の支出に係る実地審査（生活困窮者自立相談支援事業）
　　令和６年度生活困窮者自立相談支援事業（石狩管内）委託業務
　　審査内容（契約委託金額１５，８４３，０００円）
　　計算書類（職員の勤務実態、北海道からの概算払い各経費、支出状況等）
　　口頭助言０件（指導なし）
　　出席指導担当者　２名（北海道出納局会計管理室審査第二課審査第六グループ

●研修会の参加
　研修会の積極的な参加など職員の資質向上に努める

　５月１３日 北広島市 　・令和６年度石狩地区市町村社協連絡協議会総会及び　出席者２名
　　令和６年度石狩地区第１回市町村社協会長・事務局長会議出席
　　令和５年度事業報告について
　　令和６年度事業計画（案）について
　　菅内市町村社協事業実施状況について

　６月　３日～ 札幌市 　・令和６年度全道市町村社協会長・事務局長研究協議会　出席者２名
　６月　４日 　　講義「社協の強みを活かした組織マネジメント」

　　講師：佐藤寿一氏（宝塚市社会福祉協議会常務理事）
　　分科会「社協運営を考える～効率的な業務運営と人材確保について
　　　　　「債権管理事務費を活用した生活困窮者支援について」

　６月１３日 石狩市 　・令和６年度石狩管内社協職員連絡協議会総会出席　出席者５名

　７月１６日 札幌市 　・令和６年度全道社協職員研究協議会　出席者５名
　　～１７日 　　実践発表　「地域福祉活動・ボランティア福祉教育・相談支援権利擁護・

　　　　　　　　人材確保組織運営・介護保険事業」
　　講義「今、求められる地域福祉の推進における社会福祉協議会の役割」
　　講師：永田祐氏（同志社大学社会学部教授/地域福祉学会会長）

１０月２４日 札幌市 　・令和６年度全道市町村社協事務局長連絡会議　出席者１名
　　後援「今後求められる社協の役割とは～琴平町社協の実践を踏まえて」
　　講師：越智和子氏（香川県琴平町社会福祉協議会会長）
　　説明「重層的支援体制整備事業について」北海道保健福祉部福祉局地域福祉課
　　課題提起「社協における様々な課題について」北海道社会福祉協議会



と　き ところ 内　　　　　　　　容
１２月　４日 札幌市 　・令和６年度石狩管内社会福祉協議会職員連絡協議会第１回研修会　出席者４名

　　研修①「石狩地方の気象特性、気象災害（雪）について」
　　講師：青木篤史氏（札幌管区気象台気象防災部予報課技術専門官）
　　研修②「災害ＶＣ派遣報告（石川県志賀町、山形県酒田市）」
　　川端一久氏、大石和弥氏、佐藤亮哉氏（石狩市社会福祉協議会）
　　意見交換「災害ＶＣのＩＣＴ化から考える通常業務の効率化について」

１２月１６日 札幌市 　・令和６年度石狩地区市町村社協連絡協議会役員会及び　出席者１名
　　令和６年度石狩地区「第２回市町村社協会長・事務局長会議　
　　「企業におけるコンプライアンス・ハラスメント問題」「情報交換」

　２月２１日 札幌市 　・令和６年度札幌地区・石狩管内社協職員連絡協議会第２回研修会
　　　/石狩地区地域に理解され支持される社協づくり研修　　出席者３名
　　講義「ソーシャルワーカーの専門性の基礎を体験しよう」
　　講師：松岡是伸氏（北星学園大学社会福祉学部社会福祉学科教授）
　　「令和６年度社協職員先進地福祉活動視察研修に参加して」
　　報告①「重層的支援体制整備事業における取り組みについて」
　　報告：成田茉樹氏（江別市社会福祉協議会権利擁護係主任）
　　報告②「ふくしのデジタル活用・ＤＸ化について
　　報告：一戸航瓶氏（北海道社会福祉協議会地域福祉課主事）

　３月　３日 札幌市 　・令和６年度石狩地区・地区別課題対応会議　出席者２名
　　説明「令和７年度市町村社協関係事業計画について」
　　情報交換「令和６年度管内市町村社協事業について」
　　　　　　「社会福祉協議会基本要項２０２５について」

●視察研修
１１月　６日～ 苫小牧市 　　・令和６年度当別町社会福祉協議会、共同募金委員会役職員合同視察研修　　
１１月　７日 江別市 　　　①苫小牧市社会福祉協議会　視察

　　　「生活支援体制整備事業について」「とまこまい成年後見支援センターについて」
　　　②ココルク江別　見学　　　　参加者：役員１０名　事務局５名

●表彰状関係
　５月２０日 北海道庁 　・令和６年度北海道善行賞（優良ひとり親家庭）

　　受賞者　太田喜久子様（当別町母子寡婦会）

　６月　４日 旭川市 　・令和６年度 戦没者遺族援護功労者知事感謝状決定
　  栄田　勲会長　　藤澤征男副会長

　６月 　・当別町社協表彰（福祉委員として在任期間１０年以上での退任者）
　　今野　一三六様　宮崎　光利様　日光　正博様　澤田　ゆう子様　川邊　綾子様

　８月　８日 ゆとろ 　・令和６年度石狩支庁地区身体障害者福祉協会会長表彰（更生援護功労）
　　渋谷　政雄様（当別町身体障害者福祉協会）
　　三浦　京子様（当別町身体障害者福祉協会）

　８月２０日 総合体育館 　・第５９回当別町高齢者クラブ連合大会
　　式典　当別町高齢者クラブ連合会功労者表彰　　１２名
　　　　　当別町高齢者健康コンクール優良者表彰　　８名

１０月１０日 ゆとろ 　・石狩地区老人クラブ大会　功労者表彰式　　当別町８名

１０月１６日 恵庭市 　・令和６年度北海道連合遺族会理事長表彰
　　館田　恵藏様（当別町遺族会）

１０月２３日～ 帯広市 　・令和６年度北海道老人クラブ功労表彰
１０月２４日 　　門田　紘様（当別町高齢者クラブ連合会）

　１１月１８日 ゆとろ 　・令和６年度北海道共同募金会会長表彰（永年勤続奉仕者）
　　藤原　美知子様　　藤生　佳枝様　　井上　裕治様　　宮本　准司様
　　宇戸　敏美様　　　菊田　紀夫様　　大森　嘉彦様　　佐坂　羊一様
　　石田　秀人様



と　き ところ 内　　　　　　　　容
　１月２９日 当別町役場 　・厚生労働大臣表彰（更生援護功労者）伝達式　　受賞者　大崎喜一郎様

●感謝状関係
　４月　１日～ 　・１０万円以上の寄付をされた方（当別町社会福祉協議会）
　３月３１日 　　個人の方　１０名　　　　団体　当別町赤十字奉仕団

　６月　４日 旭川市 　・令和６年度戦没者遺族援護功労者に対する知事感謝状　贈呈者２名
　６月 　・在任期間４年以上１０年未満での退任者（当別町福祉委員会）　贈呈者４名

　７月３０日 　・日常生活自立支援事業生活支援員感謝状　贈呈者１名

（３）会員加入の推進　（４）財政基盤の確立
と　き ところ 内　　　　　　　　容

●広報誌の発行事業
　　・社協だより２回発行　（６月　９月　１２月　３月全戸配布）
　　　各７，４００部発行

●会員加入の推進
　　社会福祉協議会の事業運営に対して、町内・自治会、個人、企業・団体の
　　協力を得て、会員制度の定着を推進中

　・正会費　５，５２５世帯　１世帯　３００円　（会費　１，６５７，５００円）
　・協賛会費　　　２９９件　　　３，０００円　（会費　　　８９７，０００円）
　・特別会費　　　１７５件　　　５，０００円　（会費　　　８７５，０００円）

●新たな財源として民間資金の助成金等の確保
１２月２０日 　・一般財団法人北海道信用金庫ひまわり財団助成金

　　北海道信用金庫当別支店

１２月２０日 当別町役場 　・令和７年度当別町補助金要望書提出　　社協会長、副会長、事務局

　４月　１日～ 　・寄付金　４，４７１，７５７円（３６件）
　３月３１日

（５）事業評価の実施
と　き ところ 内　　　　　　　　容

●第７期地域福祉実践計画（令和４年度～令和８年度）事業評価

　社会福祉協議会活動の研究・評価をするため評価委員会を設置し、事業評価を
実施します。

１０月　１日～ 　・自己評価（一次評価）
　　評価対象事業数　４９事業
　　評価結果　　　　拡充：　１事業
　 　　　　 　　　　継続：４７事業
　 　　　　 　　　　縮小：　０事業
　 　　　　　　　 　休止：　０事業
　　　　　　　　　　再開：　１事業
　 　　　　　　　　 廃止：　０事業　（計４９事業）

●事業評価委員会の開催
　（二次評価）

　３月　７日 ゆとろ 　・第１回事業評価委員会の開催
　　１　４９事業評価について
　　　　出席者　評価委員　１０名


